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小金井市立保育園の今後の運営に係る市民説明会 議事録（質疑応答） 

 

日時：令和３年１０月３０日 午前９時００分～正午 

会場：小金井第二中学校 体育館 

対象：市民 

参加者数：２０人 

 

【質疑応答】 

○三浦保育課長 それでは、次第の４、質疑応答に移らせていただきます。 

 ご質問のある方は挙手をお願いいたします。職員がマイクをお持ちいたします。 

 それではお願いいたします。 

○参加者    おはようございます。小金井市緑町に住んでいます、●●●です。 

 質問というか意見なんですけれども、この間の保育園廃止のこちら側に伝わってきた

情報を考えて、こういうふうに進めたほうがよかったんじゃないかなというふうに思っ

た僕の意見を伝えます。 

 まず、保育園に通っていらっしゃるお子さん、それから親御さんのほうに、先に、こ

んなことを考えているんですけど、この計画どう思いますかねといったような紹介があ

ってもよかったんじゃないかなというふうに思います。そこもなかったので、ちょっと

現場のほうで混乱が生じたというようなお話を聞いています。 

 それから次に、市民のほうに対する説明なんですけれども、計画がまだここまで詳細

に決まっていない段階で、早めに方針をご説明なさったほうがよかったんじゃないかな

というふうに思います。どういう理由で廃止になるのかがよく分からなかった市民の方

がたくさんいらっしゃったというふうに見えますので、これをそのまま進めるというよ

りも、質問をあらかじめ受け付けて、こういうことについて聞きたいんだけれどもとい

うような、市民の方の意見を聞いてから計画をつくられたほうがよかったんじゃないか

なというふうに僕は思いました。 

 そして、最後にですけれども、進めるときの、これまでの行政の進め方というのがあ

るとは思うんですけれども、市役所で先行して計画をどんどんつくっていって、それを

まとめてどかっと発表するスタイルというよりも、市民の方に説明をしながらキャッチ

ボールで小金井市の将来について決めていくという、そういう運営をなさったほうが理
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解が進むんじゃないかなと。どかっと説明されると、市民は、もう情報量が多いので、

理解に時間がかかりますので、できるだけゆっくりと丁寧に進められたほうがよいのじ

ゃないかなというふうに僕は思いました。 

 意見です。以上です。 

○西岡市長   貴重なご意見、ありがとうございました。しっかり拝聴させていただきました。 

○三浦保育課長 では、女性の方、お願いします。 

○参加者    私は４０年ぐらい市の公立保育園で仕事をさせていただきました。とても充実した

日々を過ごして、退職して１０年になるんですけれども、何で廃園なんだろう、それが

一番疑問です。今、保育園はたくさんできました。確かに人数的には、だんだん待機児

という人数は減ったかもしれませんけれども、くりのみ、わかたけ、それから、さくら、

庭のある普通の保育園。あれがどれほど貴重なものか、今、すごく私は感じています。

当たり前の保育園と言ったら申し訳ないんですけど、民間で一生懸命頑張っている方も

いますし。貴重な本当に財産だと思うんですけれども、それを何で、１回なくしたら、

手放したら、もう戻ってこないですよね。 

 それで、じき、子どもが減ると、さっき西岡市長はおっしゃいましたけれども、まだ

減っていないですよ。よく学校で廃校ってありますよね。廃校というのも、本当にみん

なが納得して、しようがないねと言って、それでも泣く泣くになりますけれども、全然

減っていないし、公立保育園、庭のある保育園に入りたいという人はいっぱいいると思

うんです。これから何年先か、そういう時代が来るかもしれないんですけれども、その

ときでもいいんじゃないでしょうか。納得がいかないんですよ、皆さん。だから、こん

なふうな説明会もしなくちゃいけないし。 

 そして、私もたくさんの子どもに関わってきました。保護者の方とも関わってきまし

た。そして、もう早４０、５０ぐらいになりますかね。その子たちが、またこの小金井

で、小金井はよかったということで帰ってきているんです、小金井市に。そして、小金

井市で子育てをしたい。私が働いている頃は１０万人でした。そのとき、公立保育園は

５園。あと１園足りないね、中町の地域に足りないねという時代でした。そして、今３

園を減らそうとする。今、十二、三万人ですか、人口は。 

 そして、二つの園には子育て支援とかを充実させると言っていますけれども、足りな

いですよ、たった二つの園では。やはり、町ごとに保育園があってこそ、地域の保育園

として働く機能があるんじゃないでしょうか。 
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 そしてもう一つ、職員のことです。私が在職のときもそうですけれども、今回の問題

も国と都のお金が入ってこないというのが一番の要因でしょうけれども、一緒に国と都

に向かっての声を上げてほしいというふうに思います。職員は、本当に身を削って働い

ています。そういうことに、どれだけ市長さん、状況をご存じでしょうか。 

 そして、兵糧攻めみたいに職員が減らされると、自分の身を守らなきゃいけないから、

幾ら訴えたくても、廃園のことが言えない状態にもなっています。そういう思い、本当

にどう受け止めてくださっているでしょうか。本当に今まで人がいなくて、それでも命

と向き合うわけですから、毎日毎日、何とか何とか身を減らしてでもやりくりをして、

やりくりをして、それでもまだ今苦しい状況です。そんな今までの苦労に、よく頑張っ

たね。よし、ここで新しい施設を造って、プレゼントして、今までの苦労を労おうとい

う気持ちになってもらえないでしょうか。保育園に１日見学されることは難しいでしょ

うけど、ここの今、文章に書かれている保育の質というところが、あまりにも欄が少な

いです。これはしようがないです。皆さん、プロじゃないですから。本当に職員の保育

の質の声を聞いたならば、分からなかったら、この前の保護者のアンケート、あれに質

が全部込められています。そんな思いでいます。 

 そして、何で２園しか残さないんだろうかなと思って、本当に不思議です。 

○西岡市長   ご質問やご意見、また、思いを聞かせていただきまして、ありがとうございました。 

 そして、４０年間にわたりまして公立保育園で本当に人生をかけて一生懸命ご尽力を

いただきましたこと、改めて感謝を申し上げます。ありがとうございます。 

 私の冒頭のお話や担当部長からもご説明させていただきましたが、今、小金井市公立

保育園の置かれている現状、特に施設の老朽化、人材の確保、費用の負担、財政的な課

題です。 

 それから、公立保育園、小金井の保育状況、社会情勢の変化、特に令和７年から８年

をピークに年少人口は緩やかに減少していくというのが現在の人口ビジョンではありま

すが、０歳児人口も減少していくなか、公立・民間含めた保育園の総定員数は、待機児

解消もありまして、平成２６年、１，７００名だったところ、来年４月には４，０００

名弱の総定員数となります。こういった状況。 

 それから、どうしても小金井市としては、これは、なさねばならない保育ニーズへの

対応、保育の質の向上、こういったことを図っていきたい。こういったことを総合的に

判断いたしまして、何よりも、子どもたちの安心・安全を守るために、今般、段階的縮
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小の後、けやき保育園と小金井保育園は、これからも存続し、様々な保育サービスを拡

充しながら、民間の皆様方ともしっかり力を合わせて、小金井の保育環境をしっかりと

充実してまいりたいというのが、私の市長としての考えでございます。 

 子育て環境をもっとよくしたいというのは、市民の願うところでありますし、まだま

だ小金井市、十分に応え切れておりませんので、果たせていない課題や、もっと充実し

なければいけない、１２ページに書いてございますような保育のサービスの拡充をぜひ

図らせていただきたいと考えております。 

 長い歴史を積み重ねてきた保育園、令和１０年４月１日をもって２園廃園するという

のが方針案です。大変苦しい決断ではあります。卒園生や関係者の方々から、実にたく

さんのお声やご意見をいただいております。そういう状況の中にありましても、全市的

な視点に立ちまして、私としては、この方針案をまとめさせていただいたところです。 

 職員の皆様方がご尽力をいただいていることは、十分に理解をしております。公立に

あっても、民間にありましても、一人の人間として、保育士として、皆様が小金井の子

どもたちのために、子育て中のご家庭の方々の支援のために、もう日夜ご尽力をいただ

いておりますこと、私としては十分理解をしておりますし、公立保育園の現状について

は、担当とはいろいろな情報を共有させていただいております。 

 少なくとも、多様な働き方改革というものも運用しながらではありますが、必要な人

材の確保には常に努めながら、公立保育園であっても、しっかりとした保育が適切に提

供できるように、これからもしっかりと努めてまいりたいと考えておるところでござい

ます。 

 私からは以上でございます。 

○三浦保育課長 ２段目の女性の方。 

○参加者    まず、西岡市長に２点、お伺いしたいです。 

 この間、本当に急な廃園案というか、の提示で、全容をつかむのがなかなか大変でし

た。いろんな資料から伺うと、２０１９年、ちょうど２年前ですよね、１１月頃だと思

いますが、非常に限られた庁内の部局が関わっているんですけど、廃園案を出そうとい

うか、見直しの見直し案というんですか、それを出すというようなところに至ったのが

２０１９年の１１月ぐらいだと思うんです。それで、その内部の検討の資料を、情報公

開をかけても、なかなか書面として出てこないということも聞き及んでおります。 

 そこで、この時期というのは、何と市長選の直前だったと思います。そこで、西岡さ
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んは継続して市長として立候補すると、やっていこうというときに、この非常に心苦し

いとおっしゃっている３園の、いずれ３園になる公立保育園を廃園するというものを胸

に抱きながら、そのことに関して一言も触れずに立候補されたということでしょうか。

それが１点です。 

 それから、もう一つは、西岡さんは、たしか市議会議員をされていましたよね、違い

ますか。それは千九百何年でしょう。それと、都議会の議員もやっていらした。ごめん

なさい、昔のことだったので。そういって、ずっと小金井育ちだということで、議員活

動をされてきた西岡さんが、先ほどから、保育はベストミックスで、小金井は民間の力

も借りてやってきたとおっしゃっています。 

 それで、民間園、昔からある、しんあいとか、そういうところですね。それが６園。

それから、公立園が５園。そして、保育室という、私も関わっておりました、本当に２

０人弱の小さな小さな保育室が１０園ありました。本当に血のにじむようなというね、

そういう形で、困っているお子さん、困っている親、何で公立園に行かないのと、生活

保護の方がどんどん来ちゃうと。公立園はいっぱいだから、年度途中に受け入れられな

い。はやらない飲み屋みたいなもので深夜に埋まっていくと、年度末に埋まっていくと

いう、そういう運営をしていた現場からすると、ベストミックスなんていうふざけたこ

とを言うんじゃないぐらいに、本当にちゃんとやれてきてはいないんですよ。課題を抱

えながらずっと来ている小金井の保育事情の中で、それで議員をされていたという経緯

も含めて、どれほど状況を把握していらっしゃるのか。逆にね、長く小金井に住んでい

らっしゃるから、西岡さん個人の、あるいは、市議をされていたと多分思うんで、そこ

ら辺のところで、どう見えていたのかということを、まずお聞きしたいです。 

 もう一つは、大澤さんに伺いたいのは、来年４園開園しますよね、また新しい民間園

が。民間の園が４月１日から開設で、ジョナサンの上とか、幾つかありますよね。 

 ちなみに、先ほどから、なぜそれを伺うのかというと、市の負担がという話の中で、

いろいろ、こうなるああなるとお金の話だけれども、直近で４園民間が開設しますよね。

お願いした経緯があって。なぜか子どもの空きが出ているのに。それで、そのときに、

その４園分の市の負担、開設資金と、それから４園分に一応定員が全部入ったとする、

単価ですよね、１人当たりの単価計算で、幾ら市が年間、満員になったと、定員に満ち

たとしたら、幾ら予算、これから予算をつけますよね、来年度予算も含めて。今年度も

どういう支払い方をするか知りませんけど。おおよそでいいですけど、幾ら４園を新設
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したことによる見込みとして、来年度１年間、開設資金の市の負担分と、それから、１

年間の、定員に満ちるとした市の負担額、一体幾らになるかを知りたいんです。 

 というのは、本当に漠然とした数字しか見せてもらっていなくて、本当にちゃんとベ

ストミックスの市政運営が、保育行政に特化したところでもされているかどうかが見え

ないんですよ、市民としてはね。なので、それを大澤さんのほうから示していただきた

いと、その３点です。 

○西岡市長   それでは、私と担当からお答えさせていただきます。 

 それでは、私が小金井市議会議員になりましたのは、平成９年から２期８年間、平成

１７年までです。その後、平成１７年から平成２５年まで２期８年間、東京都議会議員

を務めさせていただきました。 

 ２０１９年１２月の市長選挙のときに、廃園のことを一切話をしていなかったのでは

ないかということでありますが、このときは市長選挙のときには、保育計画、いわゆる

「すこやか」ですね、これの策定中でありまして、この計画や質のガイドライン、この

策定を最優先に取り組むということを市議会でも発言をさせていただきまして、その渦

中にありました。 

 したがいまして、この時点、市長選挙の時点では、まだ廃園の検討という段階にはま

だ至っておりませんで、あらゆる可能性を排除せずと、議会でご答弁をさせていただく

以前の段階での市長選挙でありましたので、この時点では、私としては市長選挙の際に

は検討もしておりませんでしたので、保育計画の策定中にあるということを申し上げた

選挙だったと思っております。 

 それから、市議会議員当時から公立・民間含めて、特に民間でいろいろとご苦労され

ている方々がたくさんいらっしゃる中、市長はどう見ていたのかということであります。 

 ご承知のように、小金井では７０年を超える大変長い歴史を積み重ねてこられた民間

保育園の方々、社会福祉法人の方々がいらっしゃいます。大変ご尽力をされているお話

は、私も園関係者の方々から伺いましたし、市議会議員としていろいろと勉強もさせて

いただいた記憶があります。 

 一方、平成９年に初めて小金井市は行財政改革大綱というものをつくりまして、あの

当時は超過勤務の在り方など、業務の見直しなどについて検討していこうという行革大

綱が誕生いたしましたので、その行革大綱を推進する立場から当時の市議会を振り返っ

てみますと、様々な課題を検証するなどしていたというふうに記憶しております。 
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 総じて申し上げれば、本当にご苦労があったことと思います。質問者の方も子どもた

ちのためにご尽力いただいたということ、本当にありがとうございます。公立も民間も

含めて、長い歴史の中で保育業務に関わる全ての方々に多大なご尽力をいただきながら、

歴史を積み重ねてきたと思っております。 

 一方、課題がたくさんあったことは十分承知をしております。そして、国の制度もか

なり大きく変わりました。また、社会も、保育ニーズが非常に高くなりまして、先ほど

も申し上げましたように、１，７００人ぐらいの定員総数が来年は４，０００名弱にな

るという状況でありますから、社会情勢が大きく変わっておりまして、これからも保育

のニーズ、それから、求められる保育の質の向上に向けて、これは民間の皆様とも、公

立の皆様とも、共に力を合わせて、子どもたちのために、最善の利益のために、努力を

していくということ、これが小金井市の使命だと考えているところでございます。 

 以上です。 

○平岡保育政策担当課長 すみません。先ほどの市長が何年にというか、廃園の検討時期というところ

で、１点だけちょっとこちらのほうでこの場でお借りしてお伝えしたいんですけれども、

９月の市議会のほうに、この間の経過というものを資料としてお出しをしているんです

が、その会議の中で議員の方からご指摘を受けたところがございまして、今、市長のほ

うで話をした「あらゆる可能性」という発言をした時期が、令和元年の１１月でござい

まして、ちょっと年号の記載が誤っている状況でございます。 

 それについては、今後、差し替え等をさせていただくというのをその場ではお伝えし

ておりまして。ですので、部局のほうから、選択肢の中に廃園という例があるというふ

うにご報告をしたのは、選挙が終わって戻られた後ということになりますので、ちょっ

とこちらの資料をもしご覧になられてのご発言だったとしたら、こちらの誤りがあった

というところで、大変申し訳ありませんでした。そこだけ、ちょっとご発言をさせてい

ただきます。 

○大澤子ども家庭部長 すみません。ちょっとお時間をいただいて申し訳ございませんでした。 

 来年度の４園の開設の関係でございます。基本的に開設に当たりましては、事前に開

設に当たる場所に関して、市のほうと打合せをさせていただきながら、事前にその場所

で行くという形になれば、事前に国のほうに補助の申請を出して、最終的に東京都の審

議会のほうにかけてということで約２年近く、１年から１年半ぐらい調整をさせていた

だいて開設をさせていただいているという経過がございます。 
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 それで、今日の時点で開設費幾らというところのちょっと細かいのはないんですけど

も、これから予算を出すので、そこら辺はご理解してください。ただ、運営に関しまし

ては、公定価格や市の単独の補助というところが入ってきますので、おおむね今回につ

きまして、トータルで約２６７人の定員となりますので、５億４，０００万円前後とい

うところで、こちらのほうは、市の財政計画のほうにも出しておりますので、私の計算

が間違っていなければ、取りあえず運営費のほうだけはそのぐらいの、トータルですね、

今のところの。 

○参加者    １年で。 

○大澤子ども家庭部長 １年です。その旨でご答弁をさせていただきます。 

○参加者    再質問していいですか。 

○三浦保育課長 はい。 

○参加者    ありがとうございました。さらに西岡さんに伺いたいんですけれども、議員をなされ

ていたのは、ごめんなさい。元号は全然頭に入らないんですけど、１９９５年以降でい

いですか。計算して。 

 それで、伺いたいのは、議員の方でもいろいろ全部把握されていないとは思うんです

けれども、福祉構想でもないですが、福祉の大きな市のビジョンというのがありますよ

ね。正式にごめんなさい、何という名前かちょっと分からないんですけれども、その福

祉に関して、もちろん障がい者もそうですし、全部の福祉構想みたいなものがあります

よね。市が持っていますよね、上位の計画みたいな、基本構想というの。だから、行財

政は結構それに基づいてやってきたんだというのは、よく分かります、現状。 

 ただし、福祉構想みたいな感じで、国の制度がどんどん変わって、いろんなことを変

更しなきゃいけない、大変だとは思うんですけれども、福祉構想みたいな大きな小金井

市の、今ありますよね。正式名称を教えてください。 

 それで言いたいのは、ごめんなさい。そこの１９９９年に児童福祉審議会といいます

か、そのときは稲葉市長の諮問を受けて、児童福祉審議会、保育料の見直しもそうなん

ですけども、全般の軽減をした経緯があります。その中に、福祉圏イメージ図というか、

福祉圏構想というのがありまして、それは市のほうがビジョンとして持っている、各中

学校区に一つ連携した、もちろん学校、幼稚園、保育園で、そういう形で福祉圏構想と

いうのが市のほうが持っているものとしてあったということで、わざわざ児童福祉審議

会の中では五つの中学校に１個の公立園というようなことも含めて、子どもの目線で、
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暮らしの視点で、そこで長く育って、子どもたちが大きくなって、また、よかったね、

小金井と帰ってくるような、そういう構想を市が持っていたはずなんですよ。なので、

西岡さんが議員をやっていらっしゃるときに、そういうのがあったはずなんですね。ち

ょっと時間がなくて、私も調べ切れなかったんですけども。 

 それが、国がどんどん変わっていく。それは、もう皆さんの力だけではどうにもなら

ないんですけども、私たち市民としては、どうなっちゃったんだと、あの頃の福祉圏構

想はとか。本当に半径何キロで生きている市民の、それでも税金ですから、どうやって

使われるんだろうかというのは、やっぱりみんな見ているわけですよ。その中で、本当

に小金井育ちでいらっしゃる西岡さんが、本当にどこを見て、あなたも子どもだったわ

けだしということも含めて、で、人の親になられるわけですから、もうちょっと長い目

で小金井市がどういうビジョンを持ってきたのかも検討した結果、国がこう言うから、

都がこれをやってくれないからじゃなくて、市の、もう逆に言えば、公立園は一般財源

というか、市の、あるいは首長の、市長の一存で、逆に言えば、あらゆる可能性がある

わけですよ。それはマネジメントの問題なので、やっぱり昔を知っている。あるいは、

本当に長く小金井市民をやっている者としては、これ以上、小金井市がおかしくなって

は困るという意味で皆さん来ているということです。 

 なので、ベストミックスだとしゃらくさいことをおっしゃらずに、温故知新でどうい

う経緯で小金井市が市民参加の中でいろんなものをつくってきたかというのを、もう一

遍、検討し直してくださいということです。 

 私は以上です。 

○平岡保育政策担当課長 すみません。福祉圏構想のお話があったので、こちらとしてもきちんと歴史

を追えているわけではないのですが、一つ考えられるものとして、今現在、昔は子ども

も、障がいのある方も、高齢者も、一つのくくりの中で考え方を持っていたかなという

ふうに思っています。古くは国のほうで、ゴールドプランですとか、エンゼルプラン、

そういったような流れがあったかなと思っていまして、その中で中学校区を一つの拠点

とするというか、区域とするという考え方は、国のほうでもともと持っていたものがあ

ったのではないかなというふうに思っていまして、当時は、各自治体もそれを基本に展

開をしていたのではないかというふうに、推測ですが思います。 

 今現状は、子どもと、高齢者と、障がい者と、小金井市でも計画が分かれております。

子どもについては、のびゆくこどもプラン小金井というのが、子どもを中心とした総合
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計画ということになっていまして、これは国のほうが制度として、いわゆる新制度を導

入してきたことによって、保育園をどう整備していくかというものの圏域をどうするか

ということで、ご承知かと思うんですけれども、現時点では、私ども（保育園）は、も

ともと学区のような完全な線引きがなく、選択の自由がありますので、様々な面積とか、

いろんなご議論を経て、結果として１区域というふうに設定させていただいているとい

うのは、これは事実でございます。 

 ですので、結果として申し上げると、おっしゃっていらっしゃる中学校区域という考

え方というのは、過去にはあったかもしれないんですが、今、子どものこちらの計画の

中には、そういった考え方は現状残ってはいないということだけは事実でございます。 

 ただ、そういうような流れが過去に、そういうことであったのではないかというふう

に推測するものですので、ちょっと一言発言をさせていただきました。 

 以上です。 

○西岡市長   引き続きお答えさせていただきます。 

 西暦は、市議会議員に当選させていただいたのは１９９５年でございます。 

○参加者    平成９年は１９９７年。 

○西岡市長   失礼しました。１９９７年でございます。すみません。そうでございます。平成９年

です。 

 それから、小金井市や国を含めて、福祉の計画の変遷につきましては、今、担当課長

からご答弁させていただいたところです。 

 最上位計画としては、小金井市の場合は基本構想というものでありまして、その下に

何十もの計画というのがありまして、現在は福祉の総合計画というのがありまして、そ

の中に介護や、障がい者計画や、いろいろな計画が含まれているものがございます。 

 そして、小金井市にあっては、これまで保育の関係では、いわゆる基本計画に該当す

るような明確なものはなく、基本的には、のびゆくこどもプランなど、どちらかという

と量的な目標、数値などを定めてきたものはあったんですけれども、存在しておりませ

んでした。市議会や市民の方々からのご意見もいただきまして、令和３年４月に、今年

度です。新しい、これまで存在しなかった、すこやか、小金井市の保育ビジョン、それ

から、質のガイドラインという二つのものを、コロナ禍の中、策定委員会の方々に大変

ご尽力をいただきまして、初めて策定をさせていただきました。これが長い目で見た小

金井市の新しいビジョンになると考えております。 
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 そして、この実践に向けまして、小金井市は、小金井市と公立保育園としっかり連携

をしながら、小金井市全体の保育の質の向上に努めていくというのが、大切な方針だと

考えております。 

 また、今回の段階的縮小によって、可能となる長い間、様々な経験を積まれてきた保

育士さんを含めて、この公立保育園の中で業務を通じて、市民の皆様方と一緒にお育て

をいただいた職員の皆様方には、市役所、子ども家庭部保育課の中に巡回支援チームや、

また、保育の質のガイドラインを、より広く実践していくための分野で新たに活躍して

いただける、そういったチームをつくらせていただきまして、公立保育園で担ってきた、

おっしゃるような、質問者の方がおっしゃる、いい部分といいましょうか、よい部分、

こういった部分がより広く浸透できるように努力をさせていただきたいということを方

針として、お示しを方針案としてさせていただいたものでございます。 

○三浦保育課長 よろしいですか。 

 では、次の方。 

○参加者    すみません。●●●です。 

 今日はありがとうございます。ちょっと個人的な、今、何人かの方のお話を伺ってい

て、僕も今日ここにいるのは、娘が●人保育園で、公立保育園にお世話になって、今日、

その娘からも、やっぱり頑張ってきてくれというか、やっぱりなくなったら困る。自分

も将来、戻ってきてというか、１回出ていくかもしれないけど戻ってきて、わかたけ保

育園みたいなところに預けたかったということも言っていたところもあって、それがち

ょっと原動力で、今日ちょっと忙しいなと思いながらも来ているんですけど、すみませ

ん。ちょっと全然あれですけど。 

 ちょっと水曜日も来させていただいて、時間切れで途中になってしまったので、引き

続き質問、ちょっと失礼なんですけども、前回の話、同じことを言いますが、三つ柱と

してあって、多分これは皆さんも同じような感じだなと僕は聞いて思ったんですけど、

一つが公立保育園を廃園、総合的な見直しが必要な理由ということと、二つ目が、今回

の廃園による小金井の保育園の影響ですね。よい展望がちゃんと実態を伴って描けてい

るのかどうかということをお聞きしたいことと、あと、三つ目として、手続の仕方で、

皆さんが理解・納得できるやり方なのかと。ちょっとこの三つ、細かくやり取りすると、

また時間なり、時間切れになっちゃうんで、ポイントに本当に絞ってという形だと、あ

るいは、前回のところを軽くまとめさせていただきたいと思うんですけども。 
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 やっぱり一つ目の理由に関しては、市長のほう、ないしは大澤部長のほうから説明が

ある中で、最大の理由が子どもの安全だという話がありました。ただ、この安全という

のは、要は園舎の建て替えの問題で、老朽化したからという話だというふうに理解を今

しているんですけども。 

 これってあくまでも、単純に建て替えにお金をつけるか、つけないかだけの問題だと

思いますので、だから、子どもの安全というよりは、その理由というのは、お金をつけ

るか、つけないか。今日は経営判断の話かなというふうにちょっとお聞きしていて思っ

た次第です。 

 それ以外の総合的にというところ、その総合的というところが何なのかというところ

を、できれば箇条書きにしていただきたいなとちょっと思った次第でご質問させていた

だいたと。 

 前回の話でも、待機児童の解消とか、人材不足というのは、待機児童が解消したから

というのは、単に子どもの数が減ってきただけで、それこそ質の問題で考えていったら、

１人当たりの面積を今ぎりぎりまで落としてきているのを元に戻したりとか、保育の質

やサービスに充てていくというような考え方、ないしは、何で公立保育園なのかという

ことがありますし、人材不足に関しては、あれですよね、すみません。正規の職員でち

ゃんとした手続をすれば、ちゃんと計画的にすることで、他市などの例を見ても十分に

対応できるという話ではないかなと思っていますので。 

 今ちょっとお話を聞いていくと、どうしてもやっぱり、お金の話に聞こえてしまうと

いうのが正直なところで、お金がないから、あるいは補助金が得られるからというよう

な話であれば、ちょっとそういった整理で１回話をしたいかなと。 

 その中で、あえて庁舎のことにだけ触れられていたので、ちょっとこちらも逆に触れ

させていただくんですけど、庁舎については、これはどちらも保育とは関係なしで、大

事な話だというところで、それ自体はそうなんだというふうには、言われるのは分から

なくはないんですけど、庁舎も課題だし、保育園も課題というのは、それは分からなく

はないです。 

 ただ、一方で、お金の話というのは、やっぱり財源というのは、色はないんで、どっ

ちだって色はないので、やっぱりそちらに使うのか、こちらに使うのかというのは、や

はり経営判断なり、優先順位というのがあるだろうと。 

 今までやってきたもの、できていたことというのができなくなってしまう。ないしは、
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それがサービスの質が落ちるという話になるということは、逆に言うと庁舎の話、僕、

庁舎のことをあんまり言いたくないんですけど、ただ、あえて庁舎とは違うというか、

やはりお金の問題だという話になるのかなとちょっと思ったりするんで、先に言わせて

いただくと、やっぱり庁舎の優先順位として、庁舎の話で１００億とかなんとかという

議論がある中で、じゃあ保育園のところにお金が回らないのか。これ、市民感覚として、

やっぱり普通に出てくる話だと思いますし、たまたま今という話ではなくて、それこそ、

先ほどから長期の計画というのを立ててやるべき話なので、そういったところの中で、

もし１，４００億というお金があるんであれば、場当たり的に保育だとかなんとかとい

うわけではなくて、きちんと計画的な話というのがあるべきではないかというふうに思

ったりします。ちょっとこれについては、見解というのをお話しいただきたいかなとい

う形です。 

 すみません。ちょっと一番、僕としてお話ししたいのは、その理由の中に、やはり総

合的見直しというところの中に、２点目のほうにもつながるんですけども、ぜひ、保育

の中身とか、保育への影響というところですね。そこに関して、しっかりと具体的に記

述された中身として、よりよい展望なり、実態を伴った展望というのが描けているとい

うところをお願いしたいと。だから、お金の問題ではなくて、やっぱり保育の中身がよ

くなるから、少なくとも保育のその財源を使って、それの財源なり、跡地を使って、そ

の結果として、より保育がよくなるというのが、皆さんが納得できるような形になる。

僕はちょっと、そこはまだ個人的には疑問に思っていますし、ちょっとそうなのかなと

思ったりしていますが、そういったようなところまで描けるんだったら、まだ議論にな

ると思うんですけど、単に抽象的に、子どものために使いますとか、そういうふうにや

りますとかというふうに言ったとしても、過去の例とかを見ると、跡地とか、今、児童

館のために買った土地というのが野ざらしになったりとか、東小金井の駅前で、市民参

加で議論をして、公共施設なり、複合施設を造ると言ったんだけれども、暫定的といえ

駐車場になっていますという形になっていますので、やっぱり絵に描いた餅じゃないか

というところが正直、思うところです。ですので、ちょっとそういった実態を伴ったと

ころがあるかというところなんですけど、ごめんなさい。 

 １点目が廃園の理由という形のところで、ちょっと箇条書きじゃないですけども、お

金の問題なのかどうか。実態としてどうなのかという話で。 

 ２点目のほうは、ごめんなさい。一番言いたいのは、すみません。保育への影響なり、
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よりよい展望を持っているかというところで、こちらのほう２点あるんですけど、一つ

が公立保育園の役割ですね。公立保育園の役割とかの問題で、二つ目が保育のやっぱり、

質の問題。いろいろあるんですけど、この二つにちょっと特化して、話をさせていただ

きます。 

 公立保育園の役割の話に関していうと、これ、いろんなところで役割について話され

ていると思うんですが、大きくまとめると、市のほうは、役割というのはあるんだけれ

ども、市役所と一体になってやることによって、保育園の役割じゃなくて市の役割とし

て捉えていますというような言い方に、最近ちょっと変わってきているというふうにち

ょっと思っています。当初出してきたのから、そういうふうな形に変わっているかと思

っているんですが。ただ、それが市の役割としてやるということで、一言で言うんです

けど、それ実態的にできるのか、できているのかどうかというところなんですよね。 

 具体的に言うと、例えば保育のくりのみとか、わかたけとかが担っている福祉避難所

の役割とかというのが、災害時の福祉避難所の役割がありますけど、それは本当に民間

でできるんですかとかですね。あるいは、地域拠点の役割で、園庭開放だとか、市民相

談とかというのがありますけど、今そういうのも民間でもやっているとか、できるとか

言いますけど、それ具体的にお願いしたりとか、マンパワーとか、人員とかというとこ

ろを、簡単に一言で言ってできるものではなかったりします。 

 あるいは、僕も保育検討協議会の副会長として、公民の役割について、議論とかとい

うのを学識の会長ともまとめたりとかしたんですけども、その中でも保育の中身の差と

か、優劣というのは、口では、あってはならないし、あるべきではないという話はして

いるんですけど、でも、やっぱりその一方で、母体による違いとか、役割というのは個

性の違いがあって、公立保育園には保育のスタンダードを示す役割ですとか、あるいは

他の公的機関との連携のしやすさとか、先進的な取組ですとか、そういったこともでき

るということを具体的に言っていたんですよ。幼保小の連携もそうですし、異年齢保育

のこともそうですし、先進的な取組という形で、なかなか民間ではやりづらいようなこ

とをやっていました。 

 あるいは、僕自身も、保育園の会長なんかのときに、ちょっとあんまり言うのもあれ

ですけど、虐待の疑いをかけられた保護者の方とかもいて、一生懸命、相談に乗ってい

たときもあったりしていたんですけども、そのときも子家センターとか、連携とか、保

育園のほうも一生懸命やっていただいていて、そういったことについても、簡単にでき
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るというふうに言うんですけど、民間でもやっていることは分かるんですけど、やっぱ

り、その場でも、会長とかも言っていたんですけど、やっぱり公立だからこそ連携のし

やすさとか、やりやすさというのはあると。そういったものを具体的に一つ一つちゃん

ときちんと検証して、公立保育園の役割というのを議論されているのかどうか、そんな

簡単じゃないと思うんですよね。 

 ですので、僕、ちょっと今言っているのは、具体的にそういったものを検討したのか

どうか。そういったものができるというところがあるんであれば、ちょっと具体的に示

していただきたいなというところがお願いですし、本日回答できないということであれ

ば、ちゃんときちんと宿題という形で、提示していただきたいというのが一つです。 

 保育の質のほうなんですけど、保育の質のほうの話も同じで、単純に公立と民間とい

うのは同じだと言うんですけど、あるいはガイドラインができたからいいと言うんです

けど、でも、ガイドラインができれば質が保てるということじゃなくて、実態というの

は皆さんが言うとおり、公立保育園には園庭があって、ベテランの保育士さんがいて、

保護者だけじゃなくて、やっぱり市民からも支持をされていると。 

 具体的にもっと言うと、例えば、じゃあ公立保育園というのは、運動会じゃなくてプ

レイデーと言いますよね。あるいは、離乳食の時期に発達段階に合わせて七つのスプー

ンを使い分けたりしているわけですよ。こういったのというのが、例えば今、皆さんの

中で説明できますか。ちゃんと中身を理解されて、答申を書かれているんですかね。あ

るいは、保育部屋のゾーニングの使い方とか、お散歩のやり方に関しても、非常に気を

遣った特徴というのがあります。 

 教育といっても、英語教育とかをやるとかじゃなくて、あるいは０歳から２歳児に運

動会みたいなイベントは実施しないとか、そういったことに関しても、あえてちゃんと

きちんと議論された上で、そういったことはちゃんと市としてやっているわけですよ。

情操教育を重視して、快適な環境をつくると。 

 これというのは、やっぱり大学の先生とか、生徒とかが保育園に来て研究されている

くらいで、ふだんの遊びの中での声かけにこそ、子どもの発達にとって大事だという形

で、しっかりとやっている。ほかにもいっぱいありますよ。お泊まり保育、イベント系

でも、芋掘りや魚の解体ショー。もちろん民間でもやっていると思いますけど、Ｔシャ

ツづくりとか、けん玉大会とか、いろいろありますけど、こういった公立保育園でやっ

ているということというのを、単純に、これ廃園だとか、民間でも同じですという形で、
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一言で言っていいのかどうか。 

 これは、別に民間だからできるとかじゃなくて、実態的にそういったものを廃園した

ことによって、質がどうなるかというところが議論されているのかどうかということが

ポイントだと思います。 

 ですので、こういった中身の話というのを、ちゃんとこのガイドラインなり、民間の

方とも議論して、小金井の保育とか、どういうふうに質を高めていくとか、もちろん特

徴とか個性とかというのがあった上で、どっちがいいとか、正しいとかというわけじゃ

なくて、どうやってよくしていこうかと。そういった議論というのがちゃんとできた上

での、やっぱり質じゃないかというふうに僕は思います。 

 ですので、単純に同じだから、別にそれでいいんだとか、実態、そういったものが伴

わないで、できますとかと言ったとしても、じゃあやってみたら、そんなふうな保育が

できるのかというところに関しては非常に疑問を持っていて、そういったものが市民感

覚というか、実際に預けていたりとか、やっている保育の質という観点での議論として

欠けているんじゃないかというふうに思っています。 

 ちなみにですけど、このガイドラインに関しては、保育計画策定委員会で民間の方も

含めて議論されたと伺っているんですけど、実態としては、公立保育園の保育士の方が

かなり議論して、自分たちの保育のそういった細かい話じゃなくて、市全体の保育を考

慮してまとめていただいたと思うんですけど、それがほぼ、そのまま冊子になったと思

っているんですけど、こういうのを考えても、公立保育園の保育士の役割というのがと

ても重要で、簡単に皆さんでつくれるとかという話ではないんじゃないかなと思ったり

はしますので、そういったところもちょっと理解していただきたいかなと思った上で。 

 すみません。今日のお話としては、こういったことがちゃんと検討とか、議論された

上で、今回の答申というのができているのかどうか。少なくとも、それが見えないとい

うところが、ちょっと今日の意見ないしはご質問としてやっていると。もし、それでも、

ちゃんと質が担保されるというのであれば、そのような具体例というのをちゃんと、こ

ういったことがちゃんと引き継がれるなり、できるということを抽象論じゃなくて、具

体的にどう担保されるかということを教えてほしいというのが二つ目です。 

 三つ目の手続なんですけれども、これはもう、皆さんはがおっしゃっているとおりな

んですけど、７月に新しい案ができて、これ今日に至るまで非常に期間が短くて、在園

保護者の理解を得られておりませんし、市民参加での議論も行われていないと。 
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 そもそも、市の保育園という公共施設とか財産を処分するのであれば、先ほどからち

ょっと話が出ています、僕も長期計画審議会の審議委員で副委員長をやっていたことが

ありますけども、長期計画できちんと検討をした上で、資料４ページに書かれている公

共施設総合管理計画というところでも、きちんとその方向性というのは示してやるべき

だと思うんですけれども、そこでは、少なくとも、今までそんな議論はされていません

し、今、言った、管理計画上は大規模改修や建て替えを検討するというふうになってい

ますというところですよね。 

 それにもかかわらず、今回の廃園という手続の問題、ないしは、その手続という観点

で言うと、この運営協議会などで、今までも保育の中身とか、こういったことを議論し

てほしいというお願いをずっとしてきたんですけど、かつ１期の計画書の中では、そう

いったこともちゃんと盛り込んで答申とかも出しているんですが、ちょっと一切取り上

げていられていないというところもあるので。これは、言い方はあれですけども、公立

保育園の在り方ですとか、役割ですとか、保育の中身について、もうちょっときちんと

議論ができるような、市民参加でできるような、児福審がいいのかというのはあります

けど、そういったような機関とメンバーをそろえた市民参加の審議会というのをつくっ

てもらえないかというところですね。これについて、どうかというところを３点目の大

きな柱としては、ご質問したいと思います。 

 すみません、以上になります。 

○西岡市長   多くのご質問やご意見をいただきましたので、こちらのほうで答弁漏れ等がありまし

たら、後ほどご指摘をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、市財政のところです。あと、庁舎と比較してのご指摘等をいただいているので、

ちょっとこの辺のところに絞りつつも、総括的にお答えをさせていただきます。 

 小金井市の財政は、常に課題を抱えながら、そして、あまり多くは答弁しませんけれ

ども、時間がありませんので。はっきりしていることは、もう民生費が右肩上がりとい

う状況です。そして、今後やってくるであろう緩やかな人口減少、そして、年齢構成の

変革、こういったものに対応していける財政基盤をつくっていかなければいけないとい

うのが、常に小金井市が置かれている状況であります。 

 そのような中で、ちなみに民生費とか、保育費の関係を一応申し上げますと、私、市

長の方針として、子育て分野にかなり力を入れたいということで、この６年間取り組ん

できましたが、児童福祉費というのが平成２６年だと６４億円、一般会計が約２８０億
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円規模です。現在は、この児童福祉費、保育園費を含めて１２６億円、令和２年度。そ

して、一般会計が４５０億円ということになっております。金額的に見ますと、約２倍

近くになってきておりまして、これは必要であるという判断をしてまいりました。 

 そのうち、保育園の経費でありますが、平成２７年決算なんですが、保育園運営費と

いうのがありまして、こちらが３１億円であったところ、これも令和元年の決算で申し

訳ないんですが、６３億円ということで、子どもに関係するところの予算も相当伸びて

おりますし、この傾向は、これからも、この状況を、必要なことなので、保育のサービ

スやニーズ対応を高めていきたいと思っておりますが、この財源を確保していくという

ことは常に必要な状況です。 

 こういった財政状況の中にあって、先ほど申し上げました公共施設の老朽化、非常に

課題のある財政状況の中で、義務教育課程である学校、これ公共施設の全体の６割を学

校が占めています。それから、ライフライン、道路、下水道、下水道は東京都がやりま

すけれども、市も担っています。橋、それから、集会施設、あるいは庁舎、清掃関連施

設。これを今後、更新をしていくに当たって、どのような形で更新していくのかという

ことをずっと議論しておりまして、公共施設も全体は抑制しつつも、いろいろな方策を

用い、創意工夫をしながら、どう賢く、そして、市民のニーズに応えながら公共施設を

リプレイスしたり、再整備をしていくのかという大きな課題に直面しています。 

 全部更新すれば約１,５００億円かかる。これを１,５００億円かけてやるのは、私は

不可能だと思っています。借金だけ積み重ねていけば可能かもしれませんが、そういう

ことにはしたくないので、どうするかという非常に難しいかじ取りがあります。 

 そういったことを総合的に判断いたしまして、決して財政面からだけではもちろんな

いですけれども、先ほど申し上げましたように、人材の確保も困難、財政的課題、施設

の老朽化、人口動向と民間保育園を含めた保育園定員数のかなりの増加状況。過剰な保

育定員数の飽和状態というのは、これはもう経営にも直結する課題となりますから、そ

この経営の在り方というのは、しっかり見極めながらいけないということがあります。 

 そして、何よりも大切なことは、高まる保育ニーズ。例えば、延長保育についてもい

ろいろなご要望があります。一時保育についても、もっと拡充してほしいということが

あります。１２ページにございますような、いろいろなニーズ、高めていかなければい

けないということもありまして、市長といたしましては、その全市的な視点に立って判

断をした結果、このような方針案というものをお示ししております。 



 -19- 

 はっきり申し上げまして、この私が市長に就任してからの間というのは、施設面で言

いますと、庁舎と福祉会館と清掃関連施設、この三つについては、市の根幹をなす非常

に重要な施設であり、また、庁舎も現在の福祉会館という大変重要な施設と、複合施設

として造るということになっておりますので、単なる庁舎だけではございません。福祉

会館という多様な福祉関係の方々と同じ一体の複合施設という、そういう概念で、今、

実施設計を進めているところです。 

 もう一つは、清掃関連施設ということで、焼却場を日野市、国分寺市、小金井市３市

で新しい浅川清流環境組合をつくりました。そして、不燃系の清掃関連施設、二枚橋。

それから、中間処理場に、市民生活を支える根幹である、ごみ行政をしっかり担うため

に建て替え、新しい施設を造るために、予算上は約７０億円近い予算を計上しています。 

 庁舎・福祉会館では、基本設計の段階ではございますけれども、その後の浸水対策も

含めると、これまでに積み上げてきたことは、一応、数字的には８５億６,０００万円と

いう建設コストが想定されております。私としては、厳しい財政状況の中、庁舎、福祉

会館、清掃関連施設、これはもう最重要課題と位置づけて取り組んできてきたというの

は事実であります。 

 そういったことを総合的に判断いたしますと、やはりこれから、もちろん高齢者の

方々への施策であったり、多様な市民サービスを向上させていかなければいけません。

そういう状況の中にあって、総じて住民福祉の、これから増進ということに取り組んで

いく中にあっては、政策的な判断を加味していかなければ、選択と集中ということの決

断をしていかなければ、市政運営は難しいという判断であります。 

 しかしながら、公立保育園は２園継続させていただきますので、その中で公立保育園

としての役割を市と一緒になって果たすとともに、その役割というのは小金井市と公立

保育園は同じミッションを持っていると思っておりまして、すこやか保育ビジョンの中

に書かせていただいた４項目です。この４項目を実践する保育園として、これからも務

めていく。それで全体としては、民間保育園の方々と公立保育園と、多様な保育園、小

規模保育園もあります。今までできていなかった連携であったり、幼保小連携の強化で

あったり、今まで十分取り組めていなかったような課題にしっかりと取り組める体制を

一刻も早く構築していきたいということであります。 

 それから、若干飛ばしますが、これまでの議論のところでございます。小金井市では

保育園につきましては、検討期間としては、質問者のご指摘がありましたが、児童福祉
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審議会、それから、公立保育園運営協議会、それから、小金井市保育検討協議会、小金

市保育計画策定委員会という会議体があります。そして、もちろん、この間、長い間、

庁内においても、公立保育園につきましては様々な議論、検討を行ってきたという積み

重ねがございまして、今般、公立保育園の運営主体である小金井市といたしまして、こ

れまでの議論の経過、置かれている社会情勢、今後の見通し、こういったことを含めま

して、段階的縮小という方針案をお示しをさせていただいたということになります。 

 これから審議会などを立ち上げるべきではないかというようなご意見をいただきまし

たが、現時点での私の考え方といたしましては、廃園も見直し手法の一つでございまし

て、これまで見直しにつきましては、市としても、先ほど申し上げましたように、大変

長い時間をかけて検討してきたという経過もございまして、改めて審議会などでご議論

をいただくという考え方は持ち合わせてございません。 

○平岡保育政策担当課長 すみません、大変多くのご質問をいただいておりまして、全てちょっとお答

えできるどうかのというところはございますが、公立保育園の役割のところのご指摘が

一つあったかなと思います。ご質問者、今、市長のほうから幾つか例を挙げた審議会の

中でも、かなり関わりを持っていただいたものも多かったかなと思っておりますので、

改めて私のほうで、ここでお答えする内容はさしてないのかなとは思っておりますが、

おっしゃるとおり、公立保育園も、小金井市の組織の一部でございますので、市の役割

として捉えているというふうに言っていただきましたが、そういう考え方でおります。 

 それが実際としてできているのかというところでございますが、すこやか保育ビジョ

ンの中にも、「市が果たすべき役割」というふうに書かせていただいています。これは、

つまりは、今、役割は全て果たせているとは言えないと思っていますし、今後も新たな

課題が出てきたときに、果たすべき役割はあるというふうに思っております。 

 そのときに、園単独でやるのか、課がやるのかということではなくて、全体として市

としてやっていきたいという考え方で、今、市の立場としては、そういう考え方でいる

ところでございます。 

 それから、保育の質、公立保育園の保育の内容について、どこまで内部で検討してき

たのかというところでございます。おっしゃるとおり、公立保育園運営協議会の初期の

頃が、殊による一番深く検討があったのかというような思いもございます。いみじくも

おっしゃっていただいたとおり、質についての差はなく、公立・民間、特徴、得意分野

などに違いがあるというお話をしていただいたところがあります。私どももそういう認
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識を持っております。 

 そういった中で、今回、多くの方々にご協力いただいて策定いたしました、保育の質

のガイドラインについては、全てを最初から網羅して、これができれば、もう質は大丈

夫だというような形のものをつくったという認識はございません。そこまで内容を高め

ていくというのは、かなり難易度が高く、完成させるのは難しいだろうというのが事務

局としても正直、専門家の方々のご意見などを聞いていて感じたところでございます。 

 ですので、これをスタートラインとして活用していっていただきながら、どうやって

質を落とさないでいくかと。そういうような形の取組を今後、策定をした市のほうで考

えていかなければいけないという立場かなと思っておりますが、こちらのほうが、まだ

きちんと市のほうで明確に分かるような形で動けていないというところは申し訳ないと

いうふうに思っているところでございます。 

 それから、福祉避難所の件もございました。それから、子育て相談などのお話もござ

いました。子育て相談の部分につきましては、古くから市内で保育園を運営していただ

いている法人さんにおかれましては、園庭開放であるとか、相談事業なども、それぞれ

独自でやっていただいているという状況はございます。これについては、公立ができて、

民間ができないとか、そういうような比較ではなくて、現実的にこれまでもやっていた

だいていらっしゃる民間さんがあるというのは、一つの事実かなというふうに思ってお

ります。 

 質の部分について、どこまで深く掘っていくのかというところは、とても難しいなと

いうふうに思っておりますが、私どもとしては、今、つくった保育のビジョンとガイド

ライン、これをスタートラインとして、民間の方々と一緒に市内の質を高めていくため

にどうしていくかということも含めて、今後、市のほうで取り組んでいかなければいけ

ないというふうに考えております。 

 ちょっと答えになっていない部分も多々あるかと思いますが、私から以上です。 

○参加者    ご答弁ありがとうございます。最初の１点目のご質問は、お金の問題なのかどうか、

箇条書きで、総合的というところが箇条書きになるんであればというところだったんで

すけれども、ご答弁いただいたところというのが、やっぱり優先順位なり、お金の問題

という形の答弁だったかなというふうにちょっと思っていますので、その前提で、こち

らも追加でご指摘させていただきたいというか、ご質問させていただきたいんですけど

も。 
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 やはり、市長おっしゃられることというのは、一つの経営判断としては分かります。

そういった考え方というのは、市長としてされるというのは分かるんですけど、逆に

我々というか、子どもといる者からすると、やはりそれは納得がいかないところがある

と。ここは平行線というのかどうかとなってしまうと、ちょっとあれなんですけど、や

っぱり理解していただきたいなというところというのは、今ここで持っている子どもた

ち、お金の問題じゃないということを言いたいんですけど、子どもたちとか、保育と言

ったときに、今、質とかなんとかというのを簡単に落としたりとか、何とかというのは、

民間に任せればいいとかという形で軽く言われたりとか、ないしは、ちょっと言い方を

変えれば、公立保育園というのは庁舎とかなんとかよりも優先順位が低いというふうに

言われているのと同じだと思うんですけど。 

 やっぱり庁舎の話となってくると、あまり庁舎のことは言いたくはないですけど、１

００億とか、そういった金額のお金をかけて、それって目的でなくて手段みたいなもの

ですよね、庁舎というのは。どういうもの、福祉会館とか災害機能だとか、いろいろあ

るというのも、それは理解しますが、やはり庁舎というのは手段があって、それ自体が

目的ではないものだと僕は思っています。だから、庁舎というのは幾らでもやり方とい

うか、そういったところでちゃんとやってほしいと思いますし。 

 逆に保育園とか、実際、福祉の現場に関わっているもの、これこそ、もしこれ行革と

かなんとかという議論をするのであれば、無駄とか、それが機能として重要でないとか

というのだったら、削除するなり、廃止するとかになったりすると思うんですけど、今

のこの公立保育園というのは非常に評価されていて、で、その中身というところがしっ

かりと評価されているものがあると。父母の満足度も高いと。これって普通に他市とか

を比べても、ないしは、これ海外とかと比べてみても、これもしもなくしてしまったら、

あるいは海外とかであれば、物すごい保育料とか払うことになっていると思うんです。

今、我々は数万円とかなんとかという保育料かもしれませんけども、あるいは、もっと

安い保育料でやっているかもしれませんが、本来であれば、海外とかだと数十万とか、

場合によっては物すごい金額を払って出すようなところなんですね、ほかだと。そうい

ったような中身をやっているものを、今回、単に補助金をもらえるからとか、制度がそ

うだからという理由でなくしてしまう。 

 やっぱり人材とか施設というのをいかに活用して、それをつなげていくかというのは、

お金の問題、もちろんありますけど、今あるこの財産として、きちんとそれを残してい
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く、伝えていく、ないしはやっていくというところが、それは市が今やっていて効率的

で、民間と比べて、それが民間のほうが、よりいいんだと、民間のほうがしっかりして

いるんだというような結論が出ていないような中で、それをどんどん進めるというのは

おかしいですし、今やった役割に関しても、きちんと具体的な事例をもってやっている

ことというところを、もちろんやれているところもありますよ。やれるところもあるけ

れども、そうでないところとか、できていることが全部きちんと検証されているわけで

はないと思いますので。さっきの福祉避難所の話でしたか、コメントがありましたが、

あるいは、園庭開放とか、そういうのコメントありましたけれども、もうちょっときち

んとそういったもの一つ一つ、ないしは、保育の中身に関してちゃんと議論していただ

きたいと。 

 もう一回、ちょっと確認なんですけど、保育の中身とか、公立・民間のほうがいいと

か、あるいは民間ができるというところ、そこに関して、本当にそれでいいのかという

ところに関して、もう一回、市長のお考えというところを確認しておきたいかなと。 

 それこそ我々としてみたら、やっぱり理解していただきたいところですし、しっかり

と中身を把握していただいているのかどうかというところ、そこについて、先ほど言っ

たような保育の中身とか、保育の質とか、そういったものというのをしっかりと理解し

て言っていただいているのか、あるいは、今の価値というのをどう判断されているのか

というところについて、ちょっとお考えというのをお聞きしたいというのが一つです。 

 あともう一つは、お金に関しても、公立保育園を削減すれば補助金とかが得られると

かという話なんですけど、補助金に関しては、この資料の中でも、制度が変わらなけれ

ばというような前提条件を幾つも書いてあるところもありますが、やはり補助金という

のは１０年とかで、そんなに長く継続するものではないと思います。これ実態、財政効

果といったときに、補助金を当てにした財政効果という、これ財政効果とは言わないも

のであって、それは単にお金を付け替えている、国から市とかにお金を付け替えている

だけの話ですので、補助金を当てにして、せっかくいいものをなくしてしまうとか、そ

れではやっぱり、本末転倒の話ですので。で、補助金を当てにするとかというのであれ

ば、今度は財政効果に関して、本当にこれが当てにできるものであるのであれば、その

お金を使ってきちんと施策、どんな施策をやるのかとか、どういうものに使っているの

かとか、そこをきちんと示していただきたいと。それが充てられるようなものであると

いうふうには到底思えなくてですね。 
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 あるいは、運営費に関しても、これ１人当たりのコスト２７人減るという形で、１人

当たりのコストでどうとかと計算をしているんじゃないかと思うんですが、実際に退職

して、新しい人が仮に入ってきたとしても、その差額なり、１０年間のコストというの

をきちんと精算して、その結果として、こういった１.何億とか３.何億とかという数字

が出ているのか。前提として、こんな金額が本当に出てくるのかどうか。 

 建て替えに関しても同じような形で、一個一個きちんと計算をしていったときに、こ

の財源というのが本当に得られるのかどうかとか、そういったような前提になっている

のかどうかというところに関しては、きちんと資料を出していただくなり、しかるべき

ところで議論をする必要があると思いますので。 

 逆に言うと、そういうのが整ってから、こういった説明会、こういった議論がされて

いるとか、こういったような資料があるとかというところが掲示されてから、こういっ

た場で議論がされるべきものじゃないかなと思っています。 

 ですので、ちょっと繰り返しになるんですけども、保育の質とか保育の役割に関して、

きちんと議論がされてきているのかと。そこに関して、さっき僕が具体的に言ったよう

な内容というのを議論したのかどうかというところを、いま一度確認をさせてください。 

 そういったことが議論されていない中で、単に今まで検討協議会とか、児童福祉審議

会とか、それらは全て廃園という結論を出していないです。あくまで廃園じゃなくて、

存続とか、公立保育園の役割があるというふうな結論を出しているのであって、それに

反して今回、そういったような議論がない中で、今回、廃園という案を出しているので、

その案に関するきちんとした議論とかというのがされるべきだと思います。むしろ２０

年もやってきたんだからこそ、逆に２０年やってきても、きちんと回答というか、今、

僕が質問しているような保育の質とか保育の中身に関して、きちんと担保される具体的

な議論がされてきていないから繰り返しになるので、そういったようなのをちゃんとさ

れるような審議会なり、議論の場というのをしっかりと立ててほしいなというところに

関して、もう一回ご意見をいただければと思います。 

 すみません。以上です。 

○西岡市長   それでは、引き続きご答弁をさせていただきます。お答えさせていただきたいと思い

ます。 

 まず庁舎だけが最優先で、ほかは最優先ではないのかというようなご指摘がありまし

たが、もちろん庁舎建設、福祉会館建設、市民生活を支えるごみ環境行政、清掃関連施
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設、こちらも重要ですが、私は同じように子育ち・子育て・教育環境の向上も最重要課

題の一つと取り組んでまいりましたし、その姿勢に変わりはありません。 

 しかし、これからもこの子育て分野については、引き続き財源の確保というのは当然

必要になってまいります。ご承知のように子育ての分野は、多面的な取組があります。

先ほど申し上げましたように、児童福祉費だけでも全体予算のうち相当なウエートを占

めますが、約１２０億円近い予算を計上しながら、もちろん予算の計上がイコール子育

て環境とは思っていません。まち全体の総合力です。しかし、市としてやらなければい

けないこと、財源を確保しなければいけないことは、これはもう当然求められてきます

ので、これからも努力をしてまいります。 

 そういった状況であるからこそ、冒頭申し上げましたように、この方針案に基づいて

生み出される、この段階的縮小によって得られる財政の効果につきましては、今後も必

要となります。妊娠・出産・子育て期の、切れ目のない支援や、子育ち・子育て・教育

環境の充実をはじめ、全市的な視点をもって、さらなる市民サービスの向上に充当して

まいりたいということをお伝えしているものであります。 

 中身を把握しているのかということや、その価値をどう考えているんだということの

ご質問もいただいておりますが、先ほども申し上げましたが、実に長い間、保育園のこ

とについてはずっと議論、検討をしてまいりました。ほぼ常時、この二十数年間、運協

や審議会などで議論を積み重ねてきたと。そして、たくさんの方々にこの審議に関わっ

ていただいて、いろいろなご意見をいただいてまいりました。その蓄積の上に立って、

今回、公立保育園の総合的な見直し方針案というものをお示しをさせていただいたもの

でございます。 

 そして、小金井保育園とけやき保育園につきましては、引き続き存続をさせていただ

きます。そして、その段階的縮小によって得られる貴重な人材、公立保育園で様々な関

わりを持っていただいた、経験をしていただいた方々には、小金井市全体のサービスの

質の向上、今まで不十分だった分野、横の連携、園同士のつながり、質の向上、ガイド

ラインの実践、こういったことに尽力していただける、そういう体制をつくっていきた

いということで方針案を定めさせていただいたものでございます。 

○参加者    お金のお答えがないです。 

○平岡保育政策担当課長 お金の関係の話がちょっとあったかなと思っています。制度的に、前回のお

話をいただいたときにも私のほうで若干申し上げたんですけれども、確かに市民の方に
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とって言えば、国に払う税金も、東京都に払う税金も、市に払うも税金も、同じ税金で

すので、財源の付け替えというお話は、そういうお考えはあるのかなと思っていますが、

市のほうで事業を立てていただく場合に、自分たちが自由に使うお金と、目的を決めら

れてしまう、決まった目的で使わないとお金を頂けないものとがあるというのは大変大

きな違いかなというふうに思っておりますので、そういった中で、市のほうで、市の判

断で使えるお金の中でどうしていくかというところが、やはり一つ大きな課題かなとい

うふうに考えております。 

 それから、この間の検討経過の中で、おっしゃっているとおり、児童福祉審議会では

確かに、あの当時は民間委託でしたが、民間委託という結論が出なかったのは確かかな

と思っております。 

 一方で、保育検討協議会については、最終的に結論が出なかったというふうに理解を

しております。５論併記というふうに私のほうでは引継ぎを受けております。 

 それから、こちらの中でも検討させていただいて、市としての考え方を示させていた

だく必要があるというふうに市のほうで考えましたので、今回このようなものを出させ

ていただいているというのが現状でございます。 

 それから、市長からも話がありましたが、公立保育園自体を全てなくそうというお話

をさせていただいているのではございません。公立保育園、数としては減りますけれど

も、残させていただくというところです。それについて、いろいろご批判があるのも理

解しておりますけれども、公立保育の内容のお話がございましたので、公立保育園自体、

要らないという話をしているわけではないということだけは、ちょっと私から申し伝え

たかったというところでございます。 

 それから、今後どうしていくかというお話もいただいたところでございますけれども、

やはり一番我々として悩ましいのは、公務員自体これから増やしていくということは、

もうほぼ難しいだろうということはお話をさせていただいています。そういった中で、

公務員という人材を今後どう確保していくのかというところも大きな課題というふうに

思っております。採用云々の話は、前回の説明会の中で、ちょっと私のご説明が足りな

くてご批判も受けましたが、やはり必要なマンパワーをどう確保していくかといった場

合に、昔のように単純に増やしていくという話にはなかなかならないというところで、

そういった中で、こういうような考え方を出させていただいているという側面もありま

すので、その辺については付け加えさせていただきました。 
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 以上です。 

○参加者    同じことを繰り返したくないんで、本当に短めに、意見というか、そういう形にした

いとは思いますけど、今、おっしゃられた話、ちょっと繰り返しになっちゃっていると

ころがあったりしたので、それは残念だと思っています。 

 僕が言いたかったのは、その優先順位とかなんとかというところについては、きとん

と保育がやらなきゃいけないことはやらなきゃいけないこと。お金がなくてもやらなき

ゃいけないことはやらなきゃいけないことで、ちゃんとやってほしいですし、その中で、

今、じゃあ手続とかなんとかという具体的なところの話、もう一個一個は言いませんけ

ど、最後に二つだけですけど。 

 一つが、お金の話に関しては、本当にこの金額、補助金だから何とかということじゃ

なくて、きちんと財源が出るのかどうかというところは、しっかりと確認というか議論

させてほしいというのが１個と、もう一つは、保育の質とか中身とかです。あるいは、

過去、民営化に関して議論してきたとかということは、そのとおりだと思います。それ

僕も実際、関わってきたんです。 

 保育検討協議会は、両論併記とか、五つの論を併記とかではなくて、単に意見が出て

きたことを書き並べただけです、時間切れだったんで。単に意見が出てきたことを並べ

ただけで、一切、廃園だとか、民営化だとかという結論というか、それは論としてで、

一つの答申の中の一つの意見として出たわけではなくて、あくまでいろんな委員の意見

が出てきたのをそのまま書き写しただけですので、検討というのはされていないんです

ね。 

 そういう中で、廃園というのを具体的に今まで議論してきたというか、議論してきた

からいいんだとか、保育の中身とか質に関して、ちゃんと担保できるとかというところ

というのは、それはちょっと乱暴じゃないかということなので。それがきちんと一個一

個議論してきたのかどうか、してきていないんだったらちゃんと議論してくださいとい

うことに関しては、しっかりとご理解というか、そこがイエスかノーかぐらいは、きち

んと今日答弁いただきたかったなというふうにはちょっと思ってはいます。 

 以上です。 

○三浦保育課長 それでは、１巡目の方を優先しますので、一番最初に手を挙げられた方、お願いしま

す。 

○参加者    今日は対話の機会をありがとうございます。きちんと市民の信頼関係を守っていける
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ように、これで終わりではなく丁寧に話し合える場を今後も希望します。 

 私は子どもが●人おりまして、待機児童にもなって、本当に保育園に入るのにすごく

苦労しました。おかげで、おかげでというのもなんですけど、いろんな保育園を体験す

る機会がありまして、民間保育園、小規模保育所、無認可の保育所、それから、いろい

ろあったけど、結局、最後はさくら保育園に救い上げてもらって、●人ともさくら保育

園を卒園しました。そういう私からのお願いと質問をさせていただきます。 

 最初に、始まりに市長が、子どもたちの安心・安全を守ることを理由に３園を廃園す

るというような言い方で始まったと思います。説明書の中には、そういった書き方はさ

れていませんけど、そういうふうにおっしゃられていて、ここが何とも納得いかない。

かみ合わないなと思いながら、皆さんのご質問を聞いておりました。これお金を用意す

るのを諦めたいから廃園ですよね。安心・安全を守るんだったら、園舎を建て替えじゃ

ないですか。これ一緒に言うのは、すごく私たち混乱するんです。この言い方、思い切

って見直していただきたいです。 

 あと、全市的にで市長の判断をされているということで。ただ、全市的、総合的向上

ではなくて、市全ての保育園の向上じゃなければ駄目なんです。保育園には一人一人の

子どもたちが、親と過ごせない時間の生活をしている場所なんです。さくら、くりのみ

の子どもたちが悲しい思いをするけど、ほかに新しく保育園ができるからいいのだとい

う考え方は、子どもたちの精神的、安心・安全は守れません。それでも、そのお考えは

変わらないんだったら、もう子育て環境日本一を掲げるのはやめてください。 

 そして、老朽化が理由で３園をなくすということですが、であれば築３８年の小金井

保育園の建て替え、または大規模修繕の計画というのは、もう待ったなしなのではない

かと思います。そこには、今まで触れられていないと思うんですね。本当に小金井保育

園、けやき保育園を維持するというのなら、小金井保育園の建て替え計画はいつ立てる

んですか。そして、公立保育園維持というのであれば、公立保育園の役割を定義する市

民参加の審議会を設置してください。廃園実行は急ぎ過ぎだと思います。 

○三浦保育課長 答弁のほうお願いいたします。 

○西岡市長   お子様がさくら保育園を卒園されたということ、また、公立保育園についてご評価を

いただきましたこと、ありがとうございます。 

 先ほど来申し上げておりますように、引き続き安全・安心を守るのは市の責任であり

ますから、公立・民間問わず、これは園舎のみならず、子どもたちの安心安全を守るこ
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とは使命だと思っております。 

 しかしながら、先ほど来申し上げておりますように、運営状況といいますかね、それ

から施設の老朽化、そして、人材確保が困難な状況、そういったことを総合的に判断し、

また、今、保育園の置かれている社会的な経済情勢、社会情勢、こういったことを総合

的に判断いたしまして、段階的縮小から廃園という方針を固めたものでございます。 

 そして、今、保育園に通っている皆様方が、園児が、それと保護者の方々も安心、も

ちろんしていただけるように、卒園まではしっかりと保障をしながら、令和１０年の４

月１日に２園廃園するという方針案となっております。 

 その保育園、あるものが廃園になってしまうということのお気持ち、そのつらさ、そ

れ私もよく分かりますし、それは同じ思い。しかしながら、小金井市の今後の将来、置

かれている状況、そういったものを考えたときに、将来のことを考え、そして、子ども

たちのこと考え、安心・安全を考え、今後、公立保育園２園プラス新たなサービス拡充、

そして民間の方々と一緒になって、保育の分野を小金井市としてしっかり担っていく。

力を合わせて努力していくと、こういうことの方針をお示しさせていただいたものであ

ります。 

 小金井保育園につきましては、まずは、この方針案がしっかりと定まることがもちろ

ん大前提でありますけれども、小金井保育園の今後の計画、もちろん、けやきもそうで

すけれども、施設の管理というのは、これはしっかりやらなければいけませんから、適

切な時期にしっかりと検討を着手するというふうに、現時点でお答えをさせていただけ

ればと思います。 

 小金井保育園の場合も、けやき保育園の場合も複合施設となっておりますので、庁内

横断的な組織で検討をしていくことになろうかと考えております。 

 以上です。 

○参加者    質問にお答えいただいてありがとうございました。 

 ただ、私が伝えたことは、ちょっと市長には全然伝わってなかったかなというふうに

思いました。 

 以上です。 

○三浦保育課長 すみません。それでは１巡目の方を優先しますので。 

 男性の方。 

○参加者    すみません、時間が押し迫っているのに。 



 -30- 

 二つありまして、大澤部長にお伺いしたいんですが、公立保育園が少なくなることに

よるデメリット。ここにちょっと書かれていなかったので一つ教えてください。デメリ

ット、公立保育園がなくなることによって、デメリットが発生すると思うんです、必ず。

ばら色ではないと思うんです。そのデメリットを、大澤部長のご意見でもいいんですけ

れども、どう考えていらっしゃるのか。こういうデメリットがあるけど、例えば、こう

いうメリットもあると。お金が削減できるとか、そういうことで提案されていると思う

んですけど、保育園がなくなることによるデメリットを一つ教えてください。 

 それからもう一つは、２園残るとおっしゃっているんですけど、それが絶対２園なく

ならないということの担保はどこで取られますか。それが今までの市のやり方をずっと

見てきて、大体こうですよと、そのときに言ったことは守られないというのが常なので、

できれば、これを、２園は絶対に、絶対とは言いませんけれども、よほどの手続をしな

いとそれは覆せないということの担保はどこで取られるのか。例えば、審議会、委員会

で、公立保育園の役割を審議して答申してもらうと。そういうのも一つの手だと思うん

ですけど、それをどう考えていらっしゃるのか、それはどなたでも結構です。お答えく

ださい。 

○西岡市長   では、まず私のほうからお答えをさせていただきます。 

 公立保育園がなくなることのデメリット……。 

○参加者    すみません。大澤部長にお伺いしたので。 

○西岡市長   答えますので、私も最初。私とはまた違った回答もあるかと思います。補完もしてい

ただきます。 

 今回の小金井市のお示ししている見直しの方針案の中で言えば、やはり段階的縮小な

ので、在園時は卒園まで保育園に通うことができる。そして、その体制も、看護師や保

育園給食も、しっかり卒園まで体制をつくるということで努力はいたしますし、担保し

ますが、緩やかに保育士も減少させていき、１点お示しをしておりますが、異年齢保育、

いわゆる集団保育と呼ばれる部分がどうしてもできなくなってしまう。友達が減ってし

まう、毎日のように生活している、例えば３歳、４歳、５歳、今までなら普通に行って

いた、いわゆる年齢を超えた、その中で子どもたちもいろいろな発見があったり、学ん

だり、成長したりしていきます。保育士さんも一緒になって成長していく。そういった

集団保育が不可能になってしまう。令和９年度は５歳児クラスのみとなってしまうとい

う点が、これは１点あると思います。 



 -31- 

 この点についても、同じことはできないんですけれども、小学校との交流、ほかの保

育園児との交流、これは保護者や保育士や子ども家庭部、多くの方々の知恵をいただき、

工夫しながら、その子どもたちにとってできること。今想定していないことでも、やる

べきと判断したことはやっていきたいというふうに考えております。そのほかにも、当

然あろうかと思いますが、一応、私の冒頭答弁とします。 

 ２園なくさない、なくならない、担保はないではないかということでありますが、ま

ずは、市長の今の意思としては、これはもう２園継続ということです。前回の市民説明

会のときに、未来永劫でしょうかというご質問をいただきました。５０年後、１００年

後、それ以上のことはなかなか言及しづらい部分もありますけれども、私が市長として

は、継続と決めた以上は、途中で、またその残りの２園を廃園という考えは、全く持っ

ておりません。 

 一つ担保があるとすれば、それは条例だと思います。市には条例がありますので、保

育園の設置条例がありますから、この条例が存在している限り、２園は存続していくも

のと、私としては判断しています。 

 以上です。 

○大澤子ども家庭部長 では、私のほうにもご質問がございましたので、私の意見というか見解を述べ

させていただきたいと思います。 

 というのは、私自身が子ども家庭部長ということで、ゼロから１８歳までのお子さん

というところを取りあえず対応させていただいているという組織的なことがございます。

ですので、公立保育園を減らすというふうな形のメリット、デメリットというよりは、

一定の子どもさんに大きな影響、あと、保護者への不安、そういったものを与えるとい

うところは十分認識をしております。 

 ただ、今、ここで保育園のほうが量という問題については落ち着いてきている状況か

と思いますけども、その一つ上の段階にいきますと、学童保育というのは今、大規模化

というふうな課題を抱えているというところです。 

 それから、皆様方からお預かりしている保育園のお子様が今度、学童のほうに行かれ

るということは十分目に見えているところの中で、差し当たって、ちょっと保育とは離

れるかもしれませんけれども、こちらのほうの解消もまたしていかなければいけないと

いうふうなところで考えておりますので、そういった点で、総体的に、そういうふうな

形の考え方を持っているということだけは、まずここで言わさせていただきたいと思い
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ます。 

 以上です。 

○三浦保育課長 ほかによろしいですか。 

○参加者    結構です。 

○三浦保育課長 その後ろの女性の方。 

○参加者    娘が５歳でして、０歳から民間保育園に、今、通っています。５年間通っています。

民間保育園は、先ほどから市長がおっしゃっている、昔からある私立の保育園なんです

けれども、やっぱりコロナ禍で保護者会がなかったり、保育参観や行事がないという中

で、保護者がみんな、どういう保育をしているのか気になるんだけれども、なかなか先

生とお話しする機会がないという状況が続いていまして、この３月、すこやか保育ビジ

ョンができたということも一部の保護者は知っていまして、ぜひ園長のほうに、そうい

うお話をしていただきたいとか、あるいは、別にすこやか保育ビジョンだけではなくて、

ふだんどういう保育をしているのか、ほかの先生方にも、集まるのはあれなんで、ぜひ

オンラインでもいいので話をしていただきたいというのを、この半年、何度か要望はし

たんですけれども、全て園長から不可という回答がきました。 

 すこやか保育ビジョンの説明に関しても、特にこうこうこうだからとか説明ができな

いからという理由もなく不可ということだったので、策定されて半年で、４月からスタ

ート切れるのかなと思っていたんですけど、今現状、園ではそういう状況なのを、市長

はご存じなのかというところと、あまりにも不可という回答が、保護者としても、ほか

の保護者も残念な回答でびっくりしているというような意見が出ていて。市から何か、

まだ保護者に話すとか、そういうストップがかかっているのかどうかというのを確認さ

せていただきたいなと思いました。 

 あと、保護者が、常日頃どういう保育をしているのか知りたいという思いに丁寧に応

えるというのは、保育所保育指針にも載っていることかと思うんですけれども、今は、

それすらうまくできていない状況の園があるということをお伝えしたくて。 

 二つ目として、巡回で市の公立の保育士さんが回るのがいいのかどうか、私は分から

ないですけれども、そうやって市全体の保育の質を上げようとしてくださるのはすごく

いいなと思うんですけど、経験のある人材を集約するという、その経験値というのは、

公立の保育士さんは恐らく５園を経験しているから培っているもの、スキルやノウハウ

があるのかなと思っていて、けやきと小金井の規模感と、くりのみ、わかたけ、さくら
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の規模感と全然違うんですけど、その５園を満遍なく異動するという公立の保育士さん

だから経験を積み上げてこられているわけで、けやきと小金井を二つ残すから大丈夫で

すと言われても、けやきと小金井の２園だけ経験すればいいのかというと、そうじゃな

いような気が私はしています。 

 今、在園している民間園の保護者でも、園に入る前に小金井の一時保育を使っていた

という方もいらっしゃるんですけど、一時保育の担任の先生ってすごくベテランの先生

が就かれるんですけど、週に何回かとか月に何回かしか行かないのに、毎日行っている

子のように接してくれるし、きちっと集団生活ができるようになると。一時保育の担任

をするまでに、恐らくすごく経験を積んでいらっしゃるというのは保護者にも伝わって

いて、そういう経験値というのは、今、集約すれば、かなりの人材が集まるんだろうな

とは想像できるんですが、２園に集約した段階で、その経験値がある保育士は、そのま

ま継続して確保できるかというと、そうじゃないような気がしています。５園あるから

今のレベルだと思っています。 

 そのレベルをもって、ほかの民間園の質を上げていっていただきたいなと思っている

んですけど、そのレベルの保障をするのが行政かなと感じているんですけれども、その

辺り、２園でも大丈夫だという根拠とかがあれば教えてください。 

 以上です。 

○平岡保育政策担当課長 若干事務的なところもあったので、私、平岡のほうから先に少しお答えをさ

せていただきます。 

 ビジョンについては、先ほどほかの方のご質問のところで若干触れさせていただいた

んですが、まずは小金井市のほうから各園に保育ビジョンを配布させていただいたとこ

ろでとどまっておりますので、それについてのさらなる園に対しての周知を、まず市が、

次のステップとしてはしなければいけないというふうに思っています。 

 やや言い訳がましくて恐縮なんですが、もともとは秋ぐらいに集まっていただいて、

研修を兼ねてお披露目をというのを想定していたんですが、コロナでこんな状況になり

まして、コロナを対応した上で、どういうやり方をするかというところの検討の着手、

検討の進捗があまり思わしくないので、今まだできていないというのが実態です。 

 ただ、今現在、考えているのは、ウェブ配信などで、まずは周知活動を今年度はした

いというふうに思っていますので、そこは、園というよりは、まず市のほうで申し訳な

いというお話をさせていただくところかなと思っております。 
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 それから、各園でどんな保育をしているのかということについての保護者からお話が

あったんですが、なかなか園のほうから、そういうご説明がないなどなどのお話があっ

たと思いますが、市のほうで、そういった部分について特段、園のほうでやり方を規制

するなどの対応を行っているというところはないかなと思っております。 

 それから、３番目の巡回のところである経験の考え方なんですが、確かに公立保育園

５園ありますけれども、満遍なく、要は人事異動ですので、内部の判断になりますけれ

ども、５園満遍なく異動されている例というのは意外とないかなと思っております。確

かに公立５園、保育のやり方とか様々、特色があるんですけれども、５園一律というこ

とではないんですが、ただ、公立保育園の中での経験等を積み重ねていくという視点で

立てば、５園も２園も状況としては変わらないというふうに、市役所としてはそのよう

に考えております。 

 私からは以上です。 

○西岡市長   新型コロナウイルスの感染拡大が非常に深刻な場面が長く続きました。特に第５波の

ときは、市内においても、いろいろな事案がありまして、民間保育園の皆様方も、その

感染拡大の防止には本当に一生懸命に、熱心に取り組んでいただきました。 

 そういった状況がありましたので、一概に今、私が質問者の方が置かれている、その

園長先生とのやり取りをご評価するのは難しいんですが、新型コロナウイルス感染拡大

という特異な事情があったというのはあるんだろうと思います。 

 しかし、どのような保育が行われているかという保護者の方々の疑問や情報共有をし

っかり図るということは、これはどの保育園もやっておりますし、いろんな創意工夫を

しながら、ご覧になっていただきたいというふうには考えるところであります。 

 その上で、まず当面は、この方針案に基づきますと、小金井、けやき、わかたけ保育

園の３園体制が続きます。そして、令和１０年４月１日に２園廃園、段階的縮小の後に

廃園し、わかたけ保育園につきましては、その後の２園の段階的縮小の状況を見ながら、

その時期などについては判断していくということになりますので、現状この方針案に基

づきますと、公立保育園で働く職員の皆様方は、令和９年度までは５園でありますけれ

ども、１０年４月１日以降は３園の中での体制づくりということになります。 

 その中で、経験年数を積み重ねるということは、他の園に異動して新しい保育園で仕

事をするということも大切だと思いますが、同じ公立保育園でありますから、やはり何

歳児を担当するであるとか、いろいろな事例ですね、例えば、特別支援保育が必要な方、
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そういった方々にチームで取り組むでありますとか、いろいろな経験を積み重ねること

は、今、勤務している保育園でも可能とも考えるところですので、異動が必ずしも前提

条件ではないと思います。しかし、適切な異動というのが当然ありますから、どんな状

況にあっても、保育士としての経験を積み重ねていただけるよう、そういった環境をし

っかりとつくるということも、小金井市の役割だと思っておりますので、その後の巡回

チームや、保育の質の向上などに取り組んでいける、そういう体制をしっかり構築して

いきたいと思っております。 

 一生懸命に策定委員会の方々にご議論いただいた小金井市すこやか保育ビジョン、そ

れから、小金井市保育の質のガイドラインですね、この二つに着目していただき、これ

が非常に重要というご指摘をいただいたことに感謝を申し上げます。ありがとうござい

ます。 

○三浦保育課長 すみません、予定時間を２０分ほど過ぎておりまして、会場が１２時までしか使えな

いんです。最終解散ということになりますので、あと２０分ほどでということになりま

すので、お願いします。 

 １巡目の方を優先します。ごめんなさい。 

 最前列、茶色のお召し物の方。 

○参加者    お時間をいただきありがとうございます。 

 まさに今、保活をしている人間です。ですので、お伺いしたいことがあります。 

 この夏、出産をしまして、実は双子でして、保育園選び、かなり慎重になっていると

ころがございます。実際に市立の保育園に見学に行ってみて、広い園庭だったり、あと

皆様のおっしゃるように、保育士さんのお心遣いですとか、受け答えの仕方ですとか、

そういったところで、とても質の高さというのを感じているところなんですけれども、

今回やっぱり縮小するということで、どうしようかなというのを今悩んでいるところで

す。 

 お伺いしたいことは２点ございます。まず、こちら案ということで資料をお配りいた

だいて、ウェブ等でも頂いているんですけれども、どこまでが案で、どこまでがもう実

際に決まっていることなのかというのが、はっきり言って全く分からない。ですので、

何を基準にして選ぼうかというのが非常に迷うところです。今度の４月については、０

歳児もまだ募集しますよということで、現状、今までどおりの募集ということで理解を

しておりますが、令和５年の４月から０歳児は募集しませんよということで現状案とい
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うことになっているかと思うので、今後この先１年間については、まだこの案というの

が変わる可能性があるということで、議論の余地があるということで理解をしていいの

かというのが、まず１点。 

 そして、２点目のほうなんですけれども、今回、廃園ということで民営化ということ

を断念されたということで理解をしているんですが、なぜ民営化を断念せざるを得なか

ったのか。その過程の詳細が全く書いていないので、なぜそういう判断に至ったのかと

いうことを、もう少し詳しくご説明いただけましたら幸いです。よろしくお願いします。 

○西岡市長   ご質問ありがとうございます。 

 ご出産、おめでとうございます。 

 まず、今、方針案でございます。今のこの方針案に基づきまして、保護者向け説明会

６回、市民向け説明会２回、開催させていただきました。実に多様な、様々なご意見を

いただいてまいりました。今後、引き続きいただいたご意見がありますので、今日は一

応８回目ということで、市民の皆様方、保護者の方々にお知らせした当初の説明会は今

日が一応、最終回です。その後、私たちのほうでいただいたご意見を踏まえて、改めて

必要な検討をさせていただきます。その必要な検討を踏まえまして、私といたしまして

は、保護者の方々にもお伝えしているんですけれども、要望がありましたので、何らか

の形できちんと改めて、いただいたご意見について、整理して回答したり、あるいは、

必要な手だてがあれば、そういったことも踏まえて、改めてお伝えをし、また、お声を

いただくような機会もしっかり取らせていただきたいというふうに考えてございます。 

 なので、現時点では案でありまして、この先も、今日も２回目の市民説明会となって

おりますから、そこで、今日も含めて、いただいたご意見を私たちは持ち帰りまして検

討をいたします。そういった関係者や市民の方々とも情報共有、こういった説明会での

意見のやり取りなどを踏まえて、まだ引き続き案という状況になりますが、一つのタイ

ミングとしては、これは条例を改正する必要がありますので、条例の改正案というもの

を、市議会の皆様方にご審議いただくために議案を出すことになりますが、そのときに

は方針案というものではなくて、市の方針としてお示しをすることになります。そして、

これは市議会の皆様方のご審議とご議決をいただかなければ、この段階的縮小と方針案

というものは定められないものというふうに思っております。 

 なので、率直にお答えすると、議案を上程するといったときには、市の方針となりま

すけれども、それまでの段階は、案の段階だというふうにご理解をいただければと思い
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ます。 

○平岡保育政策担当課長 すみません、保活されていらっしゃるということですので、その視点で、端

的に一つ目のことをお答えさせていただきますと、市として説明を、今、させていただ

いていますので、現在の小金井市の考え方としては、ここに書いてあるとおり進めたい

と思っています。 

 ですが、こういった皆さんからご意見をいただいたりですとか、今後も、先ほど市長

から申し上げた手続などもあるので、これではいかない、内容が変わるということは当

然あり得ます。そういう部分も含めて、現在、案というふうになっているんですが、現

実的に入所の申込みであるとか、今後のご自身のことを考えていただいた場合に、この

ままいく可能性も当然あります。 

 それが、これよりも何かがさらに早まるということはないので、最短でこうなるとい

うふうに、ご自身の選択肢の中でお考えいただいたほうがいいと思います。ちょっと説

明会の場として、こういう言い方をするのが適切かどうか、私も悩ましいですが、ご自

身の視点として考えていただくとすれば、そうなるかなと思います。 

 それから、なぜ民営化ではなくて廃園かというところなんですが、こちらの考え方と

しては、様々検討してきた中で、施設が老朽化してきているというところの対応が一番

大きいです。もともとは、今の園舎の状態で、民間さんのほうに建物もお譲りしてとい

う考え方を持っていたんですけれども、今の段階ですと、もうあの状態でお譲りすると

いうのは難しいだろうというのは、民営化を検討していく中で、判断として、そういう

考えが一つありました。 

 それと併せて、これまで民営化のご説明をした中で、やはり先生方が一斉に、いずれ

にしても一斉に変わるというところの不安という話もあったので、そこと私たちとして

は、民営化を検討してきたときには把握をしていなかった、この段階的縮小という方向

と、両方を並べたときに、ご意見は様々いただいていますが、先生が一斉に変わるより

は、今の先生のままで、今いらっしゃるお子さんが卒園するまで見ていくほうが、私た

ちとしては、まだそのほうがいいのではないかということで選択をさせていただいたと

いうのが理由になります。 

 以上です。 

○参加者    すみません、民営化について、もうちょっとお伺いしたいんですけれども、民営化の

業者というのは、どのように選定されるんですか。 
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○平岡保育政策担当課長 業者の選定についてのお話は、まず民営化をするかどうかのところのお話ま

でをさせていただいていたので、具体的な基準であるとか、そういうところまでは市の

ほうでお示しができていなかったなと思っています。 

 ただ、選び方としては、既にほかの自治体でも例があるとおり、公募をさせていただ

いて、条件をつけて、審査を何段階審査をするかとか、どういった方々と一緒に審査を

するかとか、そういうところまでは、まだ決めていなかったと、そういう段階でした。 

○西岡市長   ありがとうございます。 

 今日、資料お配りしてございませんが、ホームページのほうに、この保育業務の総合

的な見直しに係る見直し検討結果報告という資料もホームページに併せて添付してござ

います。 

 この中で、手法別比較衡量表というのがあるんですが、私たちこの間、いろいろな民

間移譲、通常、公私連携、事業団方式、廃園方式、園統合方式、一部委託、このいろん

なパターンで検証させていただきまして、そのときの比較衡量の結果についてもお示し

をさせていただいているところです。 

 その中で、この長い間、運営協議会の方々と議論をしてきた中で、民間の場合は民間

に委託したり、移譲したりすると、いろんなパターンがあるんですけれども、この運営

者が変わってしまうという不安の声が強かったです。それから、保育士さんも一斉に変

わってしまうと。途中引継ぎの期間は通常置くんですけれども、やはり保育士さんがい

なくなってしまう、変わってしまうということに対する非常に不安が多かったです。 

 それから、建物につきましても、非常に老朽化している施設でありますから、民間の

方々が、そこを活用した運営に意思表示をされるかどうかというところに対する懸念と

いうのは、従来からいろんな外部の方からちょっと指摘をしていただいたということは

経過としてあろうかとは思っております。 

○三浦保育課長 お答えはよろしいですか。 

○参加者    ありがとうございました。 

○三浦保育課長 じゃあその隣の方。 

○参加者    私も、来年４月に向けて子どもの保育園を検討している中で、多くの保育園を見学さ

せていただく中で、公立保育園が一番、自分の子どもを安心して預けられる場所だなと

いうことを感じまして、今後、公立保育園がどのようになるかということが気になって

本日参加させていただきました。 
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 その中で、２点、教えていただきたいことがあります。まず１点目なんですけれども、

在園児については、卒園までは保障されるということなんですけれども、その一方で、

転園を希望する場合には、指数の加点等の配慮が検討されているということなんですが、

ということは、転園について、希望したくなるような状況が生じる可能性があるのかな

というのをちょっと考えてしまうんですけれども。例えば、市のほうから転園を促され

るですとか、何か在園児が在園することで不利益に感じるようなことが生じるような、

何かそういう想定というのがあるんでしょうかというのが１点目です。 

 ２点目については、ちょっと先ほどの方とかぶるんですけれども、こちらの見直し方

針（案）というのがやっぱり気になっていまして、ずっと案のままですと、これからど

うなるのかというのが、もし入園できたとしても不安な状況が続くんだなというのを感

じていまして。この案というのは、市として、見込みといいますか、スケジュール感と

して、いつ頃にこの案を取ったものを決定されるご予定なのかというようなところを知

りたいです。 

 もちろん、こういった説明会の意見も盛り込まれるというのを期待しているんですけ

れども、いつその内容が案ではなくなるのかという、見込みで結構ですので、教えてい

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○西岡市長   それでは、お答えいたします。 

 現在、保活中ということでございまして、説明会にご出席をいただきまして、ありが

とうございました。 

 また、公立保育園へのご評価もいただきまして、ありがとうございます。 

 小金井市から、あるいは保育園から、転園を促すようなことは一切ございません。全

く想定しておりません。あくまでも保護者の方のご意向によるものだと思っております。

私どもとしては、入園された方は、卒園までしっかりとお預かりをし、そして、ここに

書いておりますが、幼保小連携ということで、該当する保育園にもし入園されたとする

と、０歳児の場合は、来年４月については募集しますが、令和５年４月からは段階的に

募集が止まってまいります。そうしますと、令和９年度のときに、最後の０歳児の方は

５歳児クラス、１クラスのみと、その５歳児のみという状況になりますので、その状況

を何らかの形で工夫をしながら、他の保育園、小学校、創意工夫をしながら、今までや

ってきた異年齢保育はできなくなってしまいますので、いろんな工夫をしながら対応し

ていきたいというふうに考えてございます。 
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 なので、それはあくまでも保護者の方のご意向によるところでございまして、もしそ

の理由が段階的縮小によるところのもし理由だとすれば、それは市側の対応によるもの

でありますので、市の方針に基づくものになってしまいますので、それは転園する際の

いわゆる点数のところで一定の配慮をさせていただきたいということでお示しをさせて

いただいたものでございます。 

 また、この方針案についてですが、令和５年の４月から０歳児の募集を停止するとい

うことになりますと、来年の１０月ぐらいから始まる保育園の募集のときには、もう決

めておかなければいけませんので、そこから逆算をしていきますと、これは条例の可決

というものが手続上必要となっておりますので、市議会の定例会というのは、３月議会、

６月議会と呼ばれるところが定例であるんですけれども、私どもとしては、その３月の

定例議会に、途中パブコメをかけたり、説明会もこの後、開催させていただきたいと、

保護者の方々とは話をしてまいりましたので、そういった対応を経て、私どもとしては、

来年のしかるべき時期には議案として上程をさせていただくことを想定しておりますの

で、その議案として上程をする段階が、方針案の案が取れた市の方針となります。 

 しかし、それは、先ほど申し上げましたように、市議会のご審議とご議決という手続

が必要になってまいります。 

○三浦保育課長 一旦よろしいですか。 

○平岡保育政策担当課長 一つ目のところだけちょっと補足をさせていただきます。転園のところなん

ですけれども、お子さんが園全体として数が減っていくということがあります。それに

ついては、私どもとして、決して、いいことだとは思ってはいないんですが、この手法

を取る際には、そうなってしまうというところがありますので、保護者の方の選択肢を

増やす意味で、ほかの園に行きたいというご希望も当然出てくるだろうというところを

想定してやっているというような形となります。 

 以上です。 

○三浦保育課長 次の方どうぞ。 

○参加者    公立保育園を子どもが利用させていただき、卒園した子どもの保護者です。 

 本日も市民説明会を設けていただきありがとうございました。前回も質問させていた

だきましたが、全く納得のいく回答が得られない状態で、会場が２１時までしか使えな

いということで打切りになってしまったため、本日も参りました。 

 今回以降も、市民枠、利用者枠と別に区切るのではなくて、毎月でも構いませんので、
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開催をお願いいたします。 

 また、先ほど３月に議案が出るかもしれないという話を聞き、非常に困惑しておりま

す。今日が最終回の日ですよね。そのようなお話を聞き、びっくりしました。なので、

この説明会、保護者向けもそうですけれども、終わることはないものと認識いたしまし

た。 

 本日はもっとたくさん質問がありますが、時間もありませんので、２問に絞ってお聞

きします。 

 質問の１点目です。市内の民間認可保育園が急に閉園することになった場合に備えた

検討や準備は行われていますか。具体的に言いますと、人、物、物とはおもちゃや絵本

などです。それ以外もありますが。お金、場所の四つについての試算です。利用定員２

０人以上の園と利用定員６人から１９人の小規模園の場合と二つのパターンでお答えく

ださい。 

 質問の２点目です。民間事業者の撤退の潮目の時期を試算された上で、今回の廃園は

できているのか、できていないのかをお教えください。 

 質問の部分はここまで、この質問への回答をいただきたい趣旨を少し長くなりますが、

ご理解いただくために必要だと思うので述べます。 

 公立保育園については、認可保育園を廃園・休園するには都道府県知事への３か月前

までの届出が必要と定められていますが、民間の認可保育園の廃園・休園については都

道府県知事の承認さえ得ればよく、期間の定めがない状況で、来週閉園しますと言い出

せる状態です。そのため、東京都は、独自に２０人以上の民間の認可保育園には都知事

の承認を３か月前の書類の提出を求めております。その一方で、小規模認可保育園の廃

園・休園は市町村長の承認さえあれば閉園ができます。かつ期間の定めもありません。

つまり、西岡市長の下に、来週閉園したいですと小規模認可保育園から届出があれば、

判断しなければなりません。その際にどう対応される予定なのかを知りたいからです。 

 昨年、千葉県印西市の小規模認可保育園閉園がありました。この件は、厚労省が法令

違反と指摘しております。印西市も閉園不承認を事業者に出しました。けれど、最終的

には閉園のお知らせが保護者に出されてから２週間もない期間で強行されてしまいまし

た。鍵も変えられてしまい、施設に入れなくなって、閉園後は保育士の方が近くの公民

館を借りて子どもたちの保育をしていたことをご存じでしょうか。閉園してしまったけ

れど、印西市では閉園を認めない決定を出しております。そのため保育士の方も保育を
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行わないと児童福祉法違反に問われる可能性もあった状況です。 

 また、閉園を認めていないから、自治体も補助金を出さないと問題になるかもしれな

い。けれど、ほかの地域でその事業者は保育園をやっておりました。そのため補助金を

払ったところで、ほかの地域の保育園に回すことは可能で、自治体からしたら払い損に

なる可能性もありました。 

 市内で、来年度４月開園を予定している事業者の中には、ほかの地域で保育園を閉園

している事業者さんも、今、含まれています。非常に不安に感じております。なので、

先ほどの質問の１、質問２に対して、簡潔にお答えをいただきたいです。 

 以上です。 

○三浦保育課長 お願いします。 

○平岡保育政策担当課長 簡潔にということでございました。民間保育園を閉園する場合の市の対応に

ついて、具体的な何か、リスクマネジメントといいますか、しているかというところで

ございます。結論から申し上げますと、具体的なものを何かを整えているという状況で

はございません。 

 また、２点目の潮目の時期、特段これについて見込みを立てるのは現時点では難しい

というふうに考えております。待機児童の見込みよりも、撤退の時期を見込むことはさ

らに難しいというふうに考えております。 

 参考までに、閉園の対応についてのお話がございましたので、この間、家庭的保育な

どで、そういったご相談を受けて現実的に閉じられた例がありましたので簡単にご説明

をさせていただきますが、あくまでも一般的なお話でございますけれども、基本的には、

１年以上前からご相談はあると思います。その中で、在園児の方をどうされるかなどの

ことを含めて、運営事業者さんと密に連携を取りながら相談をしてきた状態だったかな

というふうに思っております。 

 また、東京都への届出の手続でございます。認可のほうですけれども、基本的に直接、

東京都に届出を出すということはないと思います。市を通すことになりますので、まず

そこで市が書類を頂いた段階で、様々お話をさせていただくことになるかなというふう

に思います。 

 強行な手続が出た場合にというご心配もあるかもしれませんが、私どもとしては、出

てきた段階で、できる限りの対応、協議をさせていただくということになりますし、園

として、キャパの状況もございますので、どれだけのキャパを事前にこちらが用意をし
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なくちゃいけないのかというところになりますと、なかなか難しいというのが現時点で

の答えになるというふうに思ってございます。 

 以上です。 

○参加者    すみません、できる限りの対応を具体的に言っていただけないでしょうか。 

○平岡保育政策担当課長 できる限りの対応を具体的にというお話ですけれども、ケース・バイ・ケー

スとなりますので、そのとき、こちらとしてでき得るものというお答えしかできないか

なと思います。 

○参加者    お金は出せないという認識で大丈夫でしょうか。お金がないと、まずは何も動かせな

いと思うんです。人も雇えない。場所も確保できない。保育士の資格がないと保育はで

きない。 

○平岡保育政策担当課長 お金が出せるか出せないか、どういう出し方ができるか、どういう対応がで

きるかというのも、そのときの状況によるというふうに思っていますので、今この時点

でお金が出せる出せないというのも、イエス、ノーをはっきり申し上げられるような統

一的事案はないかなというふうに思っております。 

○参加者    今後、試算をされる予定もないということでしょうか。 

○平岡保育政策担当課長 試算をする前提となる条件などがとても難しいと思っておりますので、今、

皆さんに試算をする、しないというのはお答えしにくいと思っております。 

○参加者    子どもの人数と保育者で必要な広さとか保育人数が割り出せると思うんですけれども、

それでも試算できないという理由が少しよく分かりませんでした。 

 以上です。 

○三浦保育課長 すみません、ちょっと時間を過ぎておりますので、最後、端的にお願いします。申し

訳ないです。 

 ２列目の方。 

○参加者    端的に。先ほどお話になった中でですね、今回、西岡さんが一押しのすこやか保育ビ

ジョンですね。それは検討委員会で、単発で開かれてつくられたもので、確かに小金井

市が独自でつくったよと胸を張って、今後はちゃんと広めていきますということは伺い

ましたが、では、のびゆくこどもプランというのは、私の認識では上位のといいますか、

昔からあるといいますか、国はころころ変わりますけれども、エンゼルプランの流れを

汲んで、ちゃんとした子どもの福祉の、しかもゼロから１８を対応している総合的なプ

ランだというふうに認識していますが、今は制度が変わって子ども・子育て会議のほう
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が所管するというか、定例的にその見直しをしたり、評価したり、提言したりという、

結構重い、重いというか重要なものだというふうに私自身は認識していますが、先ほど

の西岡さんのお話だと、いや押しはビジョンだよということなので、ちょっともう一度、

のびゆくこどもプラン及び子ども・子育て会議の位置づけの確認を明確にお答えくださ

い。 

○大澤子ども家庭部長 ご答弁をさせていただきます。 

 まず子ども・子育て会議のほうに関しましては、平成２７年度に３法ができまして、

市の子ども子育て会議というふうな形が立ち上がりました。主な業務といたしましては、

いわゆるゼロから１８に係る子どもの施策に関しての検討をしていくという計画の関係

です。 

 それとあと、保育園のほうの関係でいきますと、需要と供給のところに関して、ご意

見を受けるというような形の場であるというふうな形で、簡潔に言うとそのような場で

あるということで、これは法律に定められた審議会であるというふうな形で、簡単にご

答弁させていただきます。 

○三浦保育課長 後ろの方、よろしいでしょうか。 

○参加者    短く言います。先ほど２園、職員が巡回とか、市の保育の行政のためにということを

伺いましたけれども、そういう場合、正規職員だけで非常勤はもう切られるわけですか。

切られますよね。非常勤といっても、本当に正規と同じようなスキルで、そして、特に

ハンディのお子さんについている非常勤とかは本当に正規並み、本当に待遇が申し訳な

いぐらいの感じでスキルを高めています。そういう人たちを手放すということは本当に

もったいないと思うし、本人たちもすごく今不安に思っているかと思います。 

 そして、巡回といっても、私の現場の経験上、本当に私立とか、そういうところに行

って、どうのこうのということは、現実的ではないような気がします。そして、いずれ

職員がだんだん辞めていったときに、そういうのはなくなってしまうんじゃないかな。

一時しのぎのようなふうに見受けられます。 

 それともう一つは、さっき震災のことがあったんですけれども、ちょうど私は、わか

たけ保育園で震災に遭いました。それで、すごく揺れるので庭に避難しました。でもあ

れ、金曜日の２時４６分でしたね。とっても怖くて、部屋にいるのが怖くて庭に小さい

子をワゴンに乗せて避難したのを覚えています。でも、２時、３時になると、ちょっと

冷えてきたんですよね。それでおやつを、あのおやつの種類まで覚えているんですけれ
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ども、おやつを庭でみんなで分け分けしながら、それでも寒くて、今度はもう部屋に入

ろうと言って、部屋の１か所に集まったりしたんですけれども。やはり庭があってよか

ったなと思います。 

 だから、貴重です、庭のある保育園、いろんな場面に使えますし、被害のときの子ど

もの避難場所になるからと、そのとき課長に言われて、心を引き締めました。ああ私は

市の施設で働いているんだなという思いがありましたので。そういうときにやっぱり直

轄で、すぐ避難所して開設するというふうに市長が出せるというのは、やっぱり公立保

育園じゃないかと思うんです。 

 それと、子育て支援の、さっき市長のすごく熱意のある言葉があって、ああ子育て支

援にも力を入れてくれているんだなと思いまして、安心しましたけれど、やはり遠くの

坂下から上まで上がっていくというのは大変なんですよ、ご相談に行くには。やはり地

域に公立保育園があって、子育て相談、そして、一時保育も坂下ではやっていません。

一時保育とか、そういう併設の新しい保育園をつくりながら、部屋を造って、ぜひ今後

の保育に備えてほしいと思います。 

 それともう一つです。ごめんなさいね、もう一つ。やっぱり、これお金だけの問題の

ような気がしてきました、最後は。やっぱり国の制度、都の制度が変われば、きっと何

とか、今ちょうどいい情勢ですし、変わるのかなと期待をしているんですけれども、国

と都かに、そういうのを市長、こういう施設を造りたいんだからお金くださいと言って

いけないものでしょうか。 

○西岡市長   それでは、１２時に退室をしなければいけないというふうに聞いておりますので、何

とか簡潔にお答えをしたいと思いますので、申し訳ございません。よろしくお願いいた

します。 

 まず公立保育園を運営している限り、多様な働き方ということで、引き続き正規職員、

また産休・育休を取られる方もいらっしゃいますから、その任期付職員を小金井市の場

合は採用しております。また、ご承知のように、保育士の方々を支える補助業務や、そ

れから保育園給食という仕事もありますので、全体としては、非常勤を切るというよう

なご表現がありましたけれども、そうではなくて、適切な職員体制をしっかりと構築を

していくということで考えております。 

 それから、種々意見をいただきました。ありがとうございました。 

 国への要望につきましては、これは、私自身も東京都市長会であったり、あるいは、
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小池都知事と直接対談したりする機会もありましたし、これからもありますので、子育

ち・子育て・保育環境の向上に関して、これまでもそうですけれども、国や東京都に対

して、要望したり、意見を言ったりということは、これからもしっかり続けてまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○三浦保育課長 それでは、最後にお願いします。 

○参加者    すみません、簡潔に。本当に今日いろんな方の意見を聞いて、改めて、やっぱり公立

保育園の価値とか、役割とかという話が出たと思いますし、今日のこの話、先ほど保護

者に関しては、引き続き議論の場があるという話だったんですけど、陳情にも理解を得

るまでというようなところで、理解を得るまでというのは保護者等の等というのは市民

も入っていると思いますので、ぜひこういった場は、この市民に対しても引き続き継続

してやっていただけると、その点だけ確認させてください。 

 以上です。 

○西岡市長   引き続きの市民の方々への、この同様な機会ということについては、その開催につい

て、検討させていただきたいと思います。 

○三浦保育課長 ではすみません、皆様、事務局のほう片づけますので、ご退室にお進みください。 

 本日の会議録につきましては、氏名を伏す形で公開させていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

 本日はご出席ありがとうございました。 

閉    会 


